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をめぐる日米
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帝 ]
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ˆ
あいだ

’ b
か� けい

木 5
きのした

昭
しょう

はじめに

アジア» 平 Ž q „
たいへい� うせ� そう

N
なか

、日本
にほ �

はY
おも

にu •
げ� ざい

東 �
とうな�

アジアとß
�

ばれる† é
ちいき

に ³ 力 k
せい� ょくけ�

をñ
ひ�

げ

た。これによって®
おお

くの† é
ちいき

で、¤ #
こうはつ

の帝 ]
ていこく

であった日本
にほ �

が、Z 米 Ú ]
おうべいしょこく

にとって

かわって• Y Ç
とうちけ�

を¬
え

ることになった。したがって、この支Y
しはい

のš Æ
こうたい

によって 生
しょう

じた

  Ü
へ � か

をR
ひ

支Y î
しはいしゃ

がどのようにl
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け止
と

めたか、そのなかで新 旧
し� きゅう

帝 ]
ていこく

ˆ
あいだ

にいかなる

’ b
か� けい
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み だ

せるか、これらをÁ
� �
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にほ �

帝 ]
ていこく

に^
たい

するì G
こうさつ

を �
ふか

める4
うえ

でS
き�

め

て³ Ú
じゅう� う

である。

この帝 ]
ていこく

支Y
しはい

の> 行
いこう

にö
ともな

って、日本
にほ �

が � % 5
せ� � ょうか

で 力
ちか�

を {
そそ

いだのが日本•
にほ � ご

を N 心
ちゅうし�

とす

る教 育
きょういく

である。なぜなら、教 育
きょういく

によりÄ í
しゃかい

のp 幹
こ� か�

である言 •
げ � ご

や� ™
しそう

を • 3
とうせい

する

ことは� 民 † 支Y
しょくみ� ちしはい

の0 道
おうどう

であり、しかもかつての支Y î
しはいしゃ

のŒ
かげ

を � Ô
かいしょう

することに

つながるからである。したがって、この教 育
きょういく

に Û ³
しょうて�
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あ
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さき
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と

いの

o 心
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を–
つ

くものになる。このú ³
か� て�

でŸ ³
きちょう
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となるのが、フィリピンである。

というのも、 º
ほか
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だいぶぶ�

の† é
ちいき

で西 Z Ú ]
せいおうしょこく
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いっぱ� てき

・ù § ,
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な	 �
ちしき
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を

施
ほどこ

すことを目 ,
もくてき

とする普通教育
ふつうきょういく
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” Ç � Q
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に � Y ]
そうしゅこく
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げ� ごきょういく

をè �
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したがって、教 育
きょういく
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ていこく
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か� けい
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としては、

これまで比 ß ,
ひかくてき

小
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こうとうきょういく
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の � K 生
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する。
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f
ぞう

としてきた。しかし、普通教育
ふつうきょういく

のもつ ³
おも

み、すなわち帝 ]
ていこく

æ
そく

が { 力
ちゅう� ょく

した人 ,
じ� てき

‹ ,
ぶってき

¥ 用
ひ � う

の 大
おお

きさや 言 • 能 力
げ� ごのう� ょく

などのR
ひ

支Y î
しはいしゃ

への広範W
こうは� い

にa
お�

ぶŒ �
えいきょう

に R
か� が

みるとき

、この教 育
きょういく

をÚ
� う

に帝 ]
ていこく

、そして帝 ]
ていこく

ˆ
あいだ

’ b
か� けい

をÁ
� �

じる° ¸
い ぎ

は 高
たか

い。そこで、

フィリピンが { 目
ちゅうもく

されるのである。

フィリピンは、š 土
ぜ � ど

で普通教育
ふつうきょういく

がŒ数
ふくすう

の帝 ]
ていこく

によって 施
ほどこ

されたアジアでは希有
け う

な

† é
ちいき

である。アメリカは、アメリカ・スペインq „ ¤
せ� そうご

の一
いち

八
はち

q
きゅう

八
はち

年
ね�

にスペインから

フィリピンの• Y Ç
とうちけ�

を¬
とく

た¤
あと

、文明
ぶ� めい

Ü
か

、すなわちアメリカÜ
か

をp
お

し進
すす

めるため

アメリカ本土
ほ � ど

から教 !
きょうい�

を送
おく

り込
こ

み普通教育
ふつうきょういく

を m 入
どうにゅう

した。このz 

けっか

、人 材
じ� ざい

や • 政
ざいせい

の3 =
せいやく

があったものの× •
えいご

の普 a
ふきゅう

に見
み

られるように一 �
いってい

の「` 

せいか

」を4
あ

げた。これ

に^
たい

して^ 米
たいべい

q „
せ� そう

• q
かいせ�

¤
あと

の一
いち

q
きゅう

E
� �

二
に

年
ね�

にフィリピンを � %
せ� � ょう

した日本
にほ �

も日本人
にほ� じ�

教 !
きょうい�

を送
おく

り込
こ

み、日本•
にほ � ご

を N 心
ちゅうし�

に 大 東 “ ¡ T k
だいとうあきょうえいけ�

ˆ ™
こうそう

を l *
じゅ� う

させるべく日本>
にほ� しき

の普通教育
ふつうきょういく

政策
せいさく

を   •
て� かい

した。本 Á
ほ� � �

では、このv 過
けいか

をO
ふ

まえて、日本
にほ �

� % 5
せ� � ょうか

の

普通教育
ふつうきょういく

に’
か�

するフィリピン人
じ�

たちの3 %
きおく

を � 析
ぶ� せき

する。

これまで、フィリピン• Y
とうち

の日本 • 教育
にほ� ごきょういく

についてはさまざまな " Ž
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がなされてきた
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たと

えば教 材
きょうざい
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きょうい�
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きおく

を � 析
ぶ� せき

したりするものである。しかし、
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による教 育
きょういく

がフィリピン人
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‚ 行
せ� こう
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しはい
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えいきょう

を8
あた

えているのかをÁ
� �

じたものは、

ほとんどない。

そこで本 Á
ほ� � �

では、日本 • 教育
にほ� ごきょういく

に^
たい

してフィリピンの人 々
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された3 %
きおく
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とうち

で � r
しゅっぱ�

されたH ™ ¬
かいそう� く

、ならびに 聞
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きk り® M z 

けっか
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� � う

して � )
け� とう

し

、普通教育
ふつうきょういく

をÖ
じく

とした日本
にほ �

帝 ]
ていこく

とZ 米
おうべい

帝 ]
ていこく

との ’ b
か� けい

を ì G
こうさつ

したい。¦ � ,
ぐたいてき
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のタグがついているもので、 •
どう

� î
さくしゃ

•
どう

� �
さくひ�

をö
のぞ

くE
� �

Œ
ご

の× •
えいご

¢ 書
ちょしょ

を N 心
ちゅうし�

に® M
ちょうさ

した。これら大 � �
だいぶぶ�

がq „
せ� そう

v 0 î
けいけ� しゃ

自 身
じし �

の � �
さくひ�

であり、× • 教育
えいごきょういく

をl
う

け、自 ¢
じちょ

を � r
しゅっぱ�

できるB
めぐ

まれたÄ í «
しゃかいそう

に� ‘
い ち

する

人 々
ひとびと

の見 �
け� かい

に Î
かた�

ることは避
�

けがたい。そもそも、フィリピンは� 民 † 支Y
しょくみ� ちしはい

をÖ ë
けいき

に

] H à
こっきょうせ�

がC
ひ

かれた「® 言 •
たげ � ご

® 民 族] '
たみ� ぞくこっか

」であり、² 日
きょう

ですら ] 民
こくみ�

• `
けいせい

が進
すす

んでい

ないとされる。したがって、ここでの%Á
ぎ � �

は「フィリピン」とß
�

ばれる† é
ちいき

に  
のこ

った

™々人
ここじ �

の3 %
きおく

を ¥
あつか

っている。ただし ¤ 述
こうじゅつ

するように、 •
か�

らの3 %
きおく

へのフィリピン

Ä í
しゃかい

のŒ �
えいきょう

はÚ è
む し

できない。

さらに明示
めいじ

すべき ³
て�

は、日本 • 教育
にほ� ごきょういく

に 言 a
げ� きゅう

しているH Z ¬
かいこ� く

がo
すく

なく、たとえ�
ふ

れて

いたとしてもわずかな3 ã
きさい

にとどまる文 Ó
ぶ� しょう

が®
おお

かったことである。H Z ¬
かいこ� く

の大 � �
だいぶぶ�

は、日本Å
にほ� ぐ�

による º ~
� くあつ

やq 火
せ � か

、そしてゲリラ ­ §
かつどう

といったÐ V
くな �

にいかに立
た

ちš
む

かった

のかに Û ³
しょうて�

をt
あ

てている。
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されたか

あてている。これは、そこがもっとも •
かた

りたい、また一 S ,
いっぱ� てき

にd Ú
じゅ� う

のある「 ‹ •
ものがた�

」であるためであろう。日本 • 教育
にほ� ごきょういく

は、®
おお

くの� ‘
ばあい

これにあたらないと ì
か� が

えられる。

それは、本 k
ほ� こう

でk
と

り4
あ

げている日本 • 教育
にほ� ごきょういく

に ’ 連
か� � �

する3 %
きおく

の®
おお

くが、 " Ž î
け� きゅうしゃ

の

ような第 3 î
だいさ� しゃ
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ちょうさ

・ë Q
へ� さ�

による書籍
しょせき

からC 用
い� � う

されたものであることからも示
しめ

さ

れている。

本 k
ほ� こう

は、このようなè L
げ� かい

をO
ふ

まえて、フィリピンæ
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の3 %
きおく
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する。



これにあたって { 目
ちゅうもく

するのは教 �
きょうしつ

という�
ば

である。というのも、教 �
きょうしつ

は

いわゆる「コンタクト・ゾーン」と ì
か� が

えられるからである。コンタクト・ゾーンは、

� 民 †
しょくみ� ち

² ^ 5
じょうきょうか

における支Y î
しはいしゃ

とR
ひ

支Y î
しはいしゃ

が邂逅
かいこう

する ‘ ˆ
くうか�

をÁ
� �

ずるための_ î
がいね�

としてメアリー・- ・プラットによってˆ þ
ていき

され、u •
げ� ざい

はさまざまな† f
じしょう

の � 析
ぶ� せき

に 用
もち

いられるようになっている。言 •
げ � ご

や� ™
しそう

を • 3
とうせい

する教 育
きょういく

が � B
じっせ�

される�
ば

である

教 �
きょうしつ

は、� 民 † 支Y
しょくみ� ちしはい

を ì G
こうさつ

する4
うえ

でもつともふさわしい ‘ ˆ
くうか�

といえる。

したがって、教 �
きょうしつ

を巡
めぐ

ってˆ 示
ていじ

されるフィリピン人
じ�

の日本
にほ �

� %
せ� � ょう

期
き

の3 %
きおく

、なかでも

t † î
とうじしゃ

である教師
きょうし

と生 ©
せいと

をY
おも

にk
と

り4
あ

げたい。

本 Á
ほ� � �

の ˆ `
こうせい

は、まず第 一 Ó
だいいっしょう

でフィリピンにおける日本 • 教育
にほ� ごきょういく

の_ Ú
がい� う

をÒ
お

さえる。

W
つぎ

に第二
だいに

Ó
しょう

で、日本 • 教育
にほ� ごきょういく

に’
か�

するフィリピンæ
が�

の3 %
きおく

を教師
きょうし

と生 ©
せいと

を N 心
ちゅうし�

に

整|
せい �

する。つづく第 3
だいさ�

Ó
しょう

において、3 %
きおく

が •
かた

られる�
ば

にŒ �
えいきょう

を8
あた

えた

ポスト・コロニアルな ] ! ’ b
こくさいか� けい

をÁ
� �

じる。そして第 E
だい� �

Ó
しょう

で、 •
か�

らの3 %
きおく

を生
う

み�
だ

したÚ J
� うい�

について、フィ

リピン・アメリカ・日本
にほ �

の ’ b
か� けい

に { 目
ちゅうもく

して � 析
ぶ� せき

したい。

一
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z � %5
せんりょうか

ã Â É � 日 ¸ • q \
に ほ ん ご き ょ う い く

æ  •
てんかい

一
いち

q
きゅう

E
� �

一
いち

年
ね�

一 二 月
じゅうにがつ

のアジア» 平 Ž q „
たいへい� うせ� そう

• q
かいせ�

¤
あと

、日本
にほ �

の支Y
しはい

k
け�

は � 方
な� ぽう

• †
かくち

にa
お�

び、日本 • 教育
にほ� ごきょういく

は、この† é
ちいき

における � % 政 策
せ� � ょうせいさく

のY Ö
しゅじく

の一
い

つになった。これは、

� %
せ� � ょう

� «
じつむ

の遂 行
すいこう

と日本
にほ �

支Y
しはい

の • • �
せいとうせい

の Ì 透
し� とう

といったp 本 ,
こ� ぽ� てき

な¦ F
かだい

の達 `
たっせい

に

7 ‚ 欠
ふかけつ

であったからである。この日本 • 教育
にほ� ごきょういく

に’
か�

する政府
せいふ

の方 Á
ほうし�

は、一
いち

q
きゅう

E
� �

二
に

年
ね�

八 月
はちがつ

に“ % . �
かくぎけってい

した、「 � 方
な� ぽう

Ú
しょ

† é
ちいき

日本 • 教育
にほ� ごきょういく

H
なみ

普 a
ふきゅう

に’
か�

するÓ
け�

」で示
しめ

された。

これによると、日本 • 教育
にほ� ごきょういく

ならびに日本•
にほ � ご

普 a
ふきゅう

に’
か�

するÚ
しょ

方策
ほうさく

は、 � Ë Å
� くかいぐ�

の Ú 

� うきゅう

にù
もと

づき文 � ‚
も� ぶしょう

においてÛ >
きかく

立 }
� つあ�

することになっていた。3 用
し � う

する教 $ 書
きょうかしょ

や教 !
きょうい�

についても、 • ’
どう� う

の� p
� くぐ

みでã �
きてい

されており、Å
ぐ�

のY m
しゅどう

が明示
めいじ

されていた。

この“ % . �
かくぎけってい

È æ
いこう

、 � 方
な� ぽう

での日本 • 教育
にほ� ごきょういく

がp 2 Ü
そしきか

されていくが、フィリピンではこれ

を‚ k
さきど

りする •
かたち

で、t †
とうち

を支Y
しはい

したÅ
ぐ�

が一
いち

q
きゅう

E
� �

二
に

年
ね�

二 月
にがつ

に教 育
きょういく

方 Á
ほうし�

を”
う

ち�
だ

し



ていた。そのなかで ³ è
じゅうし

すべき ³
て�

として�
あ

げられたのが、

1� ˜ 東“
とうあ

¡ T k
きょうえいけ�

の一 ä
いっか�

としての新
し�

6 序
ちつじょ

* B
け� せつ

の° ¸
い ぎ

の‰ �
に� しき

、 2�™米 ×
べいえい

M Ü
いぞ �

の� ™
しそう

のp ”
こ� ぜつ

と東 Ž 人
とう� うじ�

としての自 ë
じかく

にù
もと

づくフィリピン文Ü
ぶ � か

の * B
け� せつ

、 3�š ‹ Ê
ぶっしつ

Î ³
へ� ちょう

の

^ ö
はいじょ

と道¸
どうぎ

の ì ž
か� � う

、 4� › 日本•
にほ � ご

の普 a
ふきゅう

と× •
えいご

の3 用
し � う

のâ W
ぜ � じ

� 止
はいし

、 5�œ # 等 教 育
しょとうきょういく

の普 a
ふきゅう

と � K 教 育
じつぎょうきょういく

の �
ふ�
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、µ Š
き ん ろ う

� Þ
せ い し ん

の鼓吹
こ す い

、以上
い じ ょ う

の教育
き ょ う い く

のŸ
ろ く

原=
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ぜ� たい

のù n
きば �

であった。しかし、› にあるように、× •
えいご

が( 時
そくじ

� 止
はいし

になら

なかったのは、=
やく

E
� �

〇年
ね�

にもa
お�

ぶアメリカの普通教育
ふつうきょういく

政策
せいさく

のz 

けっか

、× •
えいご

がÄ í
しゃかい

に

Ì 透
し� とう

しており、これを一 õ
いっき

にk
と

りö
のぞ

くことはÄ í ,
しゃかいてき

 x
こ� � �

をもたらすことが自 明
じめい

で

あったからである。

この方 Á
ほうし�

をB ˆ
ぜ� てい

として、一
いち

q
きゅう

E
� �

二
に

年
ね�

八 月
はちがつ

#
はじ

めごろからæ `
がっこう

が本 r ,
ほ� かくてき

に¶ •
さいかい

し

てゆく。日本
にほ �

の � % • Y
せ� � ょうとうち

が '
はじ

まった t #
とうしょ

は、日本 • 教育
にほ� ごきょういく

の大 � �
だいぶぶ�

を¤ 士
へいし

がØ
にな

ってい

たが、Y �
ちあ �

が � �
あ� てい

するにつれてa 門 '
せ� も� か

を° †
ないち

からß
�

ぶË Ú �
ひつ� うせい

が° �
いしき

されるようになっ

た。そこで、一
いち

q
きゅう

E
� �

3
さ�

年
ね�

一 月
いちがつ

末
すえ

、3 月
さ� がつ



なか

ば、一
いち

〇月
つき

# 旬
しょじゅ�

の3
さ�

H
かい

にわけて、

日本•
にほ � ご

教 !
きょうい�

たち一
いち

八
はち

〇–
な

あまりが送
おく

り込
こ

まれた。 •
か�

らの®
おお

くは、一 S
いっぱ�

Û °
おうぼ

からの

選 ì
せ� こう

をへて、首 )
しゅと

マニラのあるルソンø
とう

を N 心
ちゅうし�

に° 遣
はけ �

された。その ° A
ぼしゅう

にあたって

Ú Ó
� うけ�

とされたのが、× •
えいご

能 力
のう� ょく

であった。これは、 ‚ 述
せ� じゅつ

のようにフィリピン

における× •
えいご

の Œ � 力
えいきょう� ょく

は 大
おお

きく、t 座
とうざ

の3 用
し � う

は‰
みと

めざるを¬
とく

なかったからである

。 t #
とうしょ

は比 ß ,
ひかくてき

� �
あ� てい

したY �
ちあ �

のもと教 «
きょうむ

を

は

たせたが、アメリカÅ
ぐ�

のd 攻
は� こう

とともに

• †
かくち

で日本 • 教育
にほ� ごきょういく

がN 止
ちゅうし

され、一
いち

q
きゅう

E
� �

E
� �

年
ね�

Œ月
ごがつ

には大 � �
だいぶぶ�

の女 �
じょせい

教 !
きょうい�

たちは

° †
ないち

へ避V
ひな �

し、 • 年
どうね�

q 月
くがつ

二 一 日
にじゅういちにち

のマニラ ‘ Î
くうしゅう

のB ¤
ぜ � ご

で � Ê ,
じっしつてき

に教 !
きょうい�

としての

Õ «
に � む

は n Ð
しゅうえ�

を迎
むか

えたとp �
すいてい

される。



二
に

z 日 ¸ • q \
に ほ ん ご き ょ う い く

æ3 %
き お く

二
ã

z 日 ¸ • q \
ã ó � Ì Å ÿ ¾ ¼ Ç

æ3 %
Å Â Ç

p �
すいてい

一
いち

〇〇1
ま�

人
に�

を�
こ

えるu † 人
げ� ちじ�

の“
し

を  
ざ�

し、最 大
さいだい

の Ã e 金
ばいしょうき�

が日本
にほ �

から支–
しは �

われた

ことでも示 9
し さ

されるように、フィリピンは日本
にほ �

の帝 ]
ていこく

支Y
しはい

の暴 力
ぼう� ょく

�
せい

がもっとも

N • Ü
け� ざいか

した† é
ちいき

の一
ひと

つといえる。こうしたなかで   •
て� かい

された日本 • 教育
にほ� ごきょういく

は、

フィリピンの人 々
ひとびと

にとって、どのようなÜ •
そ� ざい

として3 %
きおく

されたのだろうか。

H Z ¬
かいこ� く

に日本 • 教育
にほ� ごきょういく

に’
か�

する3 述
きじゅつ

がo
すく

ないÚ J
� うい�

としては、 ‚
さき

に述
の

べた† y
じじょう

の º
ほか

にも

日本
にほ �

• Y
とうち

時Æ
じだい

にž ,
こうてき

な教 育
きょういく

をl
う

けていない人
ひと

が®数
たすう

いたことがある。そもそも日本
にほ �

の教 育 行 政
きょういくぎょうせい

のù n
きば �

となったアメリカ• Y
とうち

期
き

の ž 教 育
こうきょういく

も7 � š
ふか� ぜ�

なものであり、®
おお

くの7 ‡ æ
ふしゅうがく

のŠ ×
じどう

がÜ •
そ� ざい

した。その4
うえ

で、人 材
じ� ざい

・教 材
きょうざい

の7 足
ふそく

、そしてY �
ちあ �

の

7 � �
ふあ� てい

さなどにより、日本
にほ �

• Y
とうち

期
き

に¶ •
さいかい

されなかったæ `
がっこう

が、セブやレイテなど

さまざま† é
ちいき

に広
ひ�

がっていた。=
たと

えば、日本Å
にほ� ぐ�

の教 育
きょういく

方 Á
ほうし�

でも ³ è
じゅうし

されており、

イデオロギー � ï
せ� で�

のù n
きば �

として j ‚
ゆうせ�

して¶ •
さいかい

された # 等 教 育
しょとうきょういく

でさえ、一
いち

q
きゅう

E
� �

3
さ�

年
ね�

3 月
さ� がつ

の時³
じて �

での � Ã
ほうこく

では、 • `
かいこう

数 一
かずいち

二
に

二
に

二
に

. `
しちこう

、$ ¬
とう� く

生 © 数
せいとすう

二
に

Ÿ 1
むつま

.
なな

q
きゅう

.
なな

.
なな

人
に�

となっていた。これらの数°
すうち

が日本
にほ �

による教 育
きょういく

の最 高
さいこう

. 達 ³
とうたつて�

であったか

どうかは7 明
ふめい

だが、q B
せ� ぜ�

の • `
かいこう

数
かず

八
はち

.
なな

二
に

E
� �

`
こう

、$ ¬
とう� く

生 © 数
せいとすう

一
いち

3
さ�

3
さ�

1
ま�

E
� �

3
さ�

3
さ�

Œ
ご

人
に�

という数°
すうち

と比
く�

べて ¢
いちじ�

しくo
すく

なかったのはまちがいない。生 ©
せいと

æ
が�

の7 ‡ æ
ふしゅうがく

の| 6
� ゆう

と

占領下
せ ん り ょ う か

日本語教育
に ほ ん ご き ょ う い く

はフィリピンでいかに

記憶
き お く

されたか

しては、 •
か�

ら自 身
じし �

のv * ,
けいざいてき

なÐ H
くきょう

もある。文 ô
ぶ� け�

に .
あ� �

れた=
� い

を�
あ

げると、æ `
がっこう

は

¶ •
さいかい

されたものの、 食 料
しょく� ょう

® 達
ちょうたつ

のためのk C
と� ひき

に行
い

かざるをえなくなった生 ©
せいと

や、

´ y
やきゅう

のグローブをつくっていたæ �
がく� い

期
き

の o 女
しょうじょ

たちがいた。また' 族
かぞく

、とりわけ

父 õ
ちちおや

の° �
い し

で教 育
きょういく

をl
う

けられなかった人 達
ひとたち

もいる。これは、õ
おや

たちの

ナショナリズムや» ] 心
あいこくし�

にù
もと

づく日本
にほ �

支Y
しはい

への Ì À
ていこう

の一 ä
いっか�

である。教 育
きょういく

を ³ è
じゅうし



するõ
おや

の� ‘
ばあい

、 •
か�

ら 自
みずか

らが教 育
きょういく

をW
さづ

けたり、日本
にほ �

Å 政
ぐ� せい

t “
とうきょく

の目
め

を逃
のが

れて「† 5
ち か

」æ `
がっこう

に通
か�

わせたりした。

このようなè L
げ� かい

はありつつも   •
て� かい

された日本
にほ �

� % 5
せ� � ょうか

における教 育
きょういく

のu �
げ � ば

に’
か�

して

、どのような 言 ¡
げ� せつ

が  
のこ

されたのだろうか。¶ •
さいかい

されたž ,
こうてき

な教育 ë ’
きょういくきか�

では、

日本人
にほ� じ�

教師
きょうし

の� m
しどう

の5
した

、教 育
きょういく

を 施
ほどこ

すæ
が�

にフィリピン人
じ�

がいた。– â
とつぜ�

` 3
きょうせい

された

日本 • 教育
にほ� ごきょういく

に^
たい

するÌ À ¾
ていこうか�

が、フィリピン人
じ�

教 !
きょうい�

たちのなかにあったことは、その

言 §
げ� どう

から日本人
にほ� じ�

教 !
きょうい�

もG
さっ

していた。もちろん、目
め

の˜
とど

かないところで •
か�

らが教 �
きょうしつ

で生 ©
せいと

に �
なに

をs
はな

していたのか、日本人
にほ� じ�

には	
し

るよしもなかった。フィリピンæ
が�

の3 %
きおく

では、=
たと

えばあるフィリピン人
じ�

女 �
じょせい

教 !
きょうい�

は、 W K
じゅぎょう

のなかでF
く

り返
かえ

し生 ©
せいと

たちに、

日本
にほ �

の � %
せ� � ょう

支Y
しはい

は一 時,
いちじてき

なもので、すぐにもとの ² Ü
じょうたい

に€
もど

る、アメリカが

フィリピンに帰
かえ

ってくるのに長
なが

い時ˆ
じか �

はかからない、と述
の

べていたことがわかる。¤
のち

に

、 • 女
かのじょ

はÀ 日
こうにち

ゲリラに |
く�

わっている	 33
。

しかし一 方
いっぽう

で、日本 • 教育
にほ� ごきょういく

への ’
かか

わりに、より v S ,
せっきょくてき

なè ³
して �

を見 �
みいだ

す教 !
きょうい�

もいた

。 •
か�

らの 言 ¡
げ� せつ

には、日本 • 教育
にほ� ごきょういく

との ’
かか

わりだけでなく、日本人
にほ� じ�

との ’
かか

わりにおいて

も肯 � ,
こうていてき

な見 �
け� かい

が ª
ふく

まれる。たとえば、日本•
にほ � ご

をØ t
た� とう

することになったルソンø
とう

� �
な � ぶ

のシボコットのフィリピン人
じ�

教 !
きょうい�

は、W
つぎ

のように述
の

べている。「 �
� たし

は 小 æ `
しょうがっこう

が¶ •
さいかい

されたとき、教 Ø
きょうべ�

をö
と

るように>
たの

まれました。日本
にほ �

Å 政
ぐ� せい

t “
とうきょく

のもとで教
おし

え

ることは、Z
たの

しかった。 �
� たし

™人
こじ �

の° 見
いけ �

ですが、日本人
にほ� じ�

はいい人
ひと

たちで、 �
� たし

たち

教 !
きょうい�

を敬°
けいい

とD *
か� � う

をもってú 遇
しょぐう

してくれました。日本•
にほ � ご

を教
おし

えることができるよう

になるために、 Ï 週
まいしゅう

土 曜日
ど � うび

、日本人
にほ� じ�

教師
きょうし

のもとで æ Ï
がくしゅう

することが 

もと

められました

。 Ï
� か

かったt 時
とうじ

、教
おし

えることや j
やさ

しい日本¤
にほ� へい

たちとõ
した

しくなることをZ
たの

しみました	 34


。」

このような教 !
きょうい�

æ
が�

の^ Û
たいおう

に^
たい

して、教
おし

えられるæ
が�

にはどのような3 %
きおく

が  
のこ

ったの

だろうか。=
たと

えば、 小 æ `
しょうがっこう

3 年 生
さ� ね� せい

の時
とき

に¶ •
さいかい

されたæ `
がっこう

に¸ 帰
ふっき

したキンターナは

、日本•
にほ � ご

のí s
かい �

と � 文
さくぶ�

を Ï
な�

い、日本•
にほ � ご

とタガログ•
ご

で . u
ひょうげ�

するようになった。× •
えいご

でs
はな

すことは � š
か� ぜ�

に止
と

められ、「 �
� たし

には �
なに

がþ
おこ

っているのかわかりませんでした。

�
� たし

が日本
にほ �

について i 口
� � ぐち

を言
い

うたびにストレスがたまっておどおどした ‚ 生
せ� せい

は、普通
ふつう

にq X ú
せ� さくず

きな o 年
しょうね�

の 心
ここ�

にうまく答
こた

えることができませんでした。日本人
にほ� じ�

のm è
か � し

の目
め



を '
おそ

れている教師
きょうし

から小 言
こごと

を言
い

われることなく、みんながú
す

きにものを言
い

い、 行 §
こうどう

できたq B
せ� ぜ�

のよかった時Æ
じだい

がもどってくることを � 望
せつぼう

していました。人 生
じ� せい

で#
はじ

めて

�
にく

しみという言 š
ことば

の° Ù
い み

をæ
まな

びました	 35
。」この\
しゅ

の 言 ¡
げ� せつ

からは、日本人
にほ� じ�

に^
たい

する

305 ' �
きょうふ

が教 �
きょうしつ

°
うち

にu
み

ちていたことをG
さっ

することができる。

こうしたæ `
がっこう

°
うち

の‘ õ
くうき

に、カリキュラムの  Ü
へ � か

もŒ �
えいきょう

した。 ž 教 育
こうきょういく

の�
ば

では、

アメリカ帝 ]
ていこく

の 色
い�

を – ô
ふっしょく

し、 大 東 “ ¡ T k
だいとうあきょうえいけ�

ˆ ™
こうそう

に]
そ

ったものに‘
お

き•
か

えるべく

、ñ 書
き� しょ

r ‘
そ ち

がö
と

られ、3
つか

わざるを¬
とく

なかったアメリカ†
せい

の教 $ 書
きょうかしょ

は、アメリカ ’ 連
か� � �

の人 ‹
じ� ぶつ

や� „
ばしょ

のÁ •
しゃし�

や文 Ó
ぶ� しょう

が§ 0
く � ぬ

りにされたり、k
と

りö
のぞ

かれたりした。また

西 Ž 文Ü
せい� うぶ� か

のŒ �
えいきょう

の7
こ

い† |
ち �

、• …
� きし

や文æ
ぶ� がく

といった$ 目
かもく

が   更
へ� こう

・N 止
ちゅうし

された。ラジ

オ� 操
たいそう

を ª
ふく

めて、これらの日本>
にほ� しき

教 育
きょういく

m 入
どうにゅう

のz 

けっか

、 • Q
し� け�

に • `
べ� きょう

することを

やめる生 ©
せいと

たちが�
で

てきた。このように子 L
こども

のæ
が�

でも、 新
あた�

しい教 育
きょういく

° *
ない� う

に

ä ¥ d Û
きょひは� のう

があったようだ。これらの 言 ¡
げ� せつ

には、日本
にほ �

支Y
しはい

、その一 角
いっかく

を�
し

めた日本>
にほ� しき

教 育
きょういく

に^
たい

する¥ � ,
ひていてき

¾ y
か� じょう

、そしてこれと^
たい

の ’ b
か� けい

にあるアメリカのŒ � 5
えいきょうか

に

ˆ 築
こうちく

されたq B
せ� ぜ�

の教 育
きょういく

に^
たい

するノスタルジアが見
み

てk
と

れる。

ところが一 方
いっぽう

で、日本•
にほ � ご

æ Ï
がくしゅう

にZ
たの

しさややりがいを見 �
み だ

した î
もの

もいた。マニラに

• 

きょじゅう

していた : �
だ� せい

の �
いもうと

は「日本人
にほ� じ�

によって日本 • 教育
にほ� ごきょういく

が ˆ L
ていきょう

されるように

なったとき、ただZ
たの

しさから日本•
にほ � ご

を • `
べ� きょう

した」ようだ。また、日本
にほ �

の � % • Y
せ� � ょうとうち

が

'
はじ

まったt 時
とうじ

一
いち

3
さ�

Œ
さい

だった : �
だ� せい

も、明 �
めいかい

な× •
えいご

をs
はな

すことができる日本¤
にほ� へい

の

Ø Õ 教師
た� に� きょうし

から日本•
にほ � ご

のù §
き そ

をæ
まな

び、日本
にほ �

の文Û
も じ

を書
か

くことを Q b
きゅうゆう

とともにZ
たの

しんで

いたという。日本•
にほ � ご

を書
か

きs
はな

すための	 �
ちしき

を¬
え

るのにも v S ,
せっきょくてき

で、日本
にほ �

について、

人 々
ひとびと

の生 ­
せいかつ

、文Ü
ぶ � か

や ï •
で� とう

、 º /
て� のう

、 ?
さむ� い

にÆ .
だいひょう

される日本
にほ �

の` * 時Æ
ほうけ� じだい

の s
はなし

に

’ 心
か� し�

を�
も

ち、日本
にほ �

] o
こっか

を Ï
な�

った。日本•
にほ � ご

の •
ただ

しい書
か

き方
かた

を™人 ,
こじ� てき

に教
おし

えてくれた

日本¤
にほ� へい

のb 達
ともだち

によって、「 ‹ •
ものがた�

のなかだけでしたがi ]
いこく

への» �
ぼうけ�

に^
たい

する、また

教 育
きょういく

に^
たい

する �
� たし

の ) 望
かつぼう

は、あるH 度
ていど

u
み

たされました。」と述
の

べている。これらは、

日本•
にほ � ご

æ Ï
がくしゅう

にフィリピン人
じ�

生 ©
せいと

が � 心
ねっし�

にk
と

りp
く

んだとする日本•
にほ � ご

教 !
きょうい�

の3 %
きおく

と

ÿ ‘
ふごう

する。



教 �
きょうしつ

の’ 子
� うす

にも、 ‚
さき

に�
ふ

れたような日本Å
にほ� ぐ�

がもたらした Ò ^
き� ちょう

や ' �
きょうふ

とは • 逆
まぎゃく

の

ものがある。ž 立 高 `
こう� つこうこう

に通
か�

っていた : �
だ� せい

	ルソンø
とう

N �
ちゅうぶ

のラグナ 州
しゅう


が、その

~ L
きょうだい

に •
かた

ったところによると、•
あ

の日本•
にほ � ご

教 !
きょうい�

はミスター・モツィモト	

. PUTVJN PUP
といい、見
み

たところº ã
ぐど �

そうで、Þ v Ê
し� けいしつ

な o 女
しょうじょ

のようにs
はな

し、服 c
ふくそう

も X 

ち� みょう

に見
み

えたこともあって、クラスメイトのなかでは、ô
� �

いものになっていた。あ

る日
ひ

、 ‚ 生
せ� せい

が日本
にほ �

の 曲
きょく

をo
うた

わせていたとき、「生 ©
せいと

たちは、 •
か�

が見 •
み お

としている「

こと」にõ
き

づくのを、?
いき

を¾
こ�

してž
ま

っていた。しかしもう •
か�

らはž
ま

ちきれなくなって

、 ’
こえ

を�
だ

してô
� �

い、手
て

をたたいた。モツィモトはž
しず

かにするように‘ X
あいず

をして、E 手
� ょうて

を5
さ

げてポケットに入
い

れたとき、ボタンを•
し

めÙ
� す

れていたズボンのB
まえ

が 大
おお

きく•
ひ�

いた。

クラスš �
ぜ� たい

がさらに 大 H ô
だいばくしょう

になり、ß 手
はくしゅ

が 大
おお

きくなった。 ‚ 生
せ� せい

はü
いか

りもせずに、

V 早
すばや

くズボンのボタンをU
と

めて、ž
しず

かに7
は

ずかしさをa é
がま �

していた」。この人 ‹
じ� ぶつ

の

行 §
こうどう

は、õ
き

に�
ふ

れることがあればすぐにü ¼
ど な

りだしたり、平手 ”
ひ � てう

ちしたりしたフィリ

ピン人
じ�

のなかにある§ ¼ ,
て� けいてき
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占領下
せ ん り ょ う か

日本語教育
に ほ ん ご き ょ う い く

はフィリピンでいかに

記憶
き お く

されたか

な日本
にほ �

Å 人
ぐ� じ�

&
ぞう

には š
まった

く]
そ

わない。

	 , ú Ð 心
ちてきこうきし�

の ^ f
たいしょう

となったり、教 !
きょうい�

との ’ b
か� けい

が } ú
� ょうこう

に ˆ 築
こうちく

されたりすれば、

d 日
は� にち

¾ y
か� じょう

がありながらも、 ` 3 ,
きょうせいてき

な日本 • 教育
にほ� ごきょういく

に v S ,
せっきょくてき

な° Ù
い み

を見 �
みいだ

すこと

もあった。=
たと

えばt 時
とうじ

高 ` 生
こうこうせい

だった女 �
じょせい

の 母 õ
ははおや

は、日本
にほ �

への敵°
てきい

を明 t
めいかく

にしており

、ラジオ� 操
たいそう

や日本Å
にほ� ぐ�

„ %
ほしょう

への敬 Â
けい� い

を子 L
こども

にさせなかった。こうした E õ
� ょうし�

の

Œ �
えいきょう

をl
う

けて、 • 女
かのじょ

も日 8 人
にっけいじ�

のクラスメイトのいないところでd 日
は� にち

¾ y
か� じょう

を .
ひょう

に�
だ

したり、æ `
がっこう

の近
ちか

くに連 行
� � こう

されたアメリカ人
じ�

に、こっそり手
て

を�
ふ

り、7サインを

送
おく

ったりしたこともあった。こうしたd 日
は� にち

¾ y
か� じょう

とアメリカ帝 ]
ていこく

支Y
しはい

の ¸ ­
ふっかつ

への

期ž
きたい

がありつつも、日本 • 教育
にほ� ごきょういく

の3 %
きおく

には肯 � ,
こうていてき

な面
め�

がある。 • 女
かのじょ

は「日本•
にほ � ご

は

もちろんË ‚ $ 目
ひっしゅうかもく

でした。日本
にほ �

の文Û
も じ

を書
か

くのがZ
たの

しかったので、日本•
にほ � ご

の W K
じゅぎょう

は



おもしろかったです。 �
� たし

たちのØ Õ
た� に�

は、ミス・ツナシマという– B
なまえ

の j
やさ

しい‚ 生
せ� せい

でした。 ‚ 生
せ� せい

は『さくら』という有 –
ゆうめい

な日本
にほ �

のo
うた

を教
おし

えてくれました。ある日
ひ

、

‚ 生
せ� せい

は �
� たし

をそばにß
�

んで、 �
� たし

のきれいな Ï Û
しゅうじ

を“
ほ

めてくれました」と3
し�

している

。このように日本
にほ �

の支Y
しはい

への Ì À ¾
ていこうか�

を�
も

っていた生 ©
せいと

にも、日本•
にほ � ご

æ Ï
がくしゅう

に v S ,
せっきょくてき

な° Ù
い み

を見 �
み だ

している� ‘
ばあい

があった。こうした •
かた

りから、日本
にほ �

� % 5
せ� � ょうか

、日本•
にほ � ご

にk
と

り

p
く

まざるを¬
とく

なかったフィリピンの人 達
ひとたち

の ² ^
じょうきょう

をG
さっ

することができる。 { 目
ちゅうもく

す

べきは、 旧
きゅう

支Y î
しはいしゃ

のアメリカに^
たい

する° �
いしき

と、日本 • 教育
にほ� ごきょういく

や教 !
きょうい�

に^
たい

する3 %
きおく

が

® ’
た � う

なことである。

3
さん

z 日 ¸ • q \
にほんごきょういく

æ3 %
き お く

à q ¤
せ ん ご

] ! ’ b
こくさいかんけい

B 節
ぜ� せつ

» 2
ぼうとう

で述
の

べたように、日本
にほ �

によるフィリピン支Y
しはい

の暴 力
ぼう� ょく

�
せい

はよく	
し

られている

。したがって、| 7 •
� ふじ �

な平手 ”
ひ � てう

ちのような 辱
はずかし

めとz
むす

びつくA, VSBMA	こら� 
と   Ñ
ざ� に�

な

ý _
ごうも�

と“
し

がz
むす

びつくA, FN QFJUBJA	 $ ¤ �
け� ぺいたい


が、フィリピン人
じ�

の3 述
きじゅつ

にしばしば

$ �
とうじょう

するのは、耳
みみ

に 
のこ

る日本•
にほ � ご

が f Â
しょうちょう

する日本
にほ �

• Y
とうち

の F
すがた

といえる。つまり、

このA, VSBMAとA, FN QFJUBJAは、 Ò ^
き� ちょう

や ' �
きょうふ

や暴 力
ぼう� ょく

にあふれたÄ í
しゃかい

における、

Ú 力
む� ょく

なR
ひ

支Y î
しはいしゃ

に見
み

られる「“ Ê Ü
き� しつか

の •
かた

り」と ,
と�

えられる	 {
ちゅう

25
。教 �
きょうしつ

での¥ � ,
ひていてき

な3 %
きおく

は、日本
にほ �

の帝 ]
ていこく

支Y
しはい

のもたらした •
かた

りの“ Ê Ü
き� しつか

の一 å
いち� く

をØ
にな

っているといえる。

一 方
いっぽう

で、これと • 逆
まぎゃく

の、たとえば日本•
にほ � ご

をæ
まな

ぶにt
あ

たってはY � ,
しゅたいてき

な自 己
じ こ

の° �
い し

が

あったこと、あるいは教 !
きょうい�

との肯 � ,
こうていてき

な ’ b
か� けい

が¹ �
い じ

されていたことを示
しめ

す「i Ê
いしつ

な •
かた

り」もある。この\
しゅ

の •
かた

りの° Ù
い み

するところは �
な�

であろうか。まずここでは、

そもそもこうした •
かた

りが l *
じゅ� う

されるようになったÄ í , 背景
しゃかいてきはいけい

を ì G
こうさつ

してみたい。

q 時
せ � じ

における� 来†
できごと

の3 述
きじゅつ

や 聞
ききと

きk りによって  
のこ

された3 %
きおく

が、 t t
とうがい

† f
じしょう

が 生
しょう

じ

た時Æ
じだい

に¬
とく

たもの自 �
じたい

ではなく、あくまでそれを™þ
そうき

した時³
じて �

から見
み

た過W
か こ

という

� r
せいかく

が¼ 8
ふ �

されることは、² 日
きょう

しばしば� Î
してき

されるところである	 {
ちゅう

26
。しかも、

その ˆ 築
こうちく

は、™々人
ここじ �

で � z
か� けつ

しば� Î
してき

されるところである。
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フィリピン・アメリカ’ b
か ん け い

3
さん

s 一
いち

L � a K j r � X a " ’ b
かんけい

しているわけではなく、t † î
とうじしゃ

をk
と

り巻
ま

くÄ í , ’ b
しゃかいてきか� けい

がŒ �
えいきょう

し、3 %
きおく

の •
かた

りやˆ 示
ていじ

をp 底
こ� てい

からã �
きてい

するマクロな「 •
かた

りのz �
じ ば

」がÜ •
そ� ざい

する。そこでここでは、 � %
せ� � ょう

時
とき

の日本 • 教育
にほ� ごきょういく

に’
か�

する3 %
きおく

のi Ê �
いしつせい

を、 •
かた

りの�
ば

であるフィリピンÄ í
しゃかい

と、日本
にほ �

およびアメリカ E ]
� ょうこく

とのq ¤
せ � ご

の ’ b
か� けい

からÁ
� �

じたい。

ù ³
きて �

となる n q z ¤
しゅうせ� ちょくご

、日本
にほ �

• Y
とうち

がフィリピン人
じ�

にもたらした & ä
しょうげき

は、アメリカ

� 民 †
しょくみ� ち

期
き

が「 黄 金
おうご�

の時Æ
じだい

」であり、日本
にほ �

� %
せ� � ょう

期
き

が「暗 §
あ� こく

の時Æ
じだい

」という• …
� きし

言 ¡
げ� せつ

を �
つく

り�
だ

すことを‚ 能
かのう

にした。また、フィリピンを � 放
かいほう

するためのフィリピンと

アメリカの ¡ • q à
きょうどうせ� せ�

は、フィリピン人
じ�

とアメリカ人
じ�

の¤ 士
へいし

たちが 力
ちか�

を‘
あ

わせた

¦ • ,
ぎせいてき

行 ´
こうい

、つまり ¡ 通
きょうつう

の l V
じゅな�

・“
し

・ ¸ ­
ふっかつ

として � ¯
かいしゃく

された。こうした � ¯
かいしゃく

の

ù n
きば �

が、フィリピン・アメリカ、そしてフィリピン・日本
にほ �

の ’ b
か� けい

の  Ü
へ � か

にどのように

Œ �
えいきょう

されたのかを見
み

てゆく。

まず、アメリカとフィリピンとの ’ b
か� けい

に Û ³
しょうて�

をt
あ

ててみたい。 ‚ 述
せ� じゅつ

のように日本
にほ �

� %
せ� � ょう

期
き

についての‰ �
に� しき

は、アメリカに’
か�

する‰ �
に� しき

と4 m
みっせつ

に ’ b
か� けい

しており、 � !
じっさい

、

C 用
い� � う

したH Z ¬
かいこ� く

のいくつかでもそれがG
さっ

せられる。したがって、q ¤
せ � ご

フィリピン

における^ 米
たいべい

¾ y
か� じょう

のp >
すいい

をÒ
お

さえておくË Ú
ひつ� う

がある。

q ¤
せ � ご

、アメリカが � 放
かいほう

î
もの

となったことにより、 ‘ � ]
がっしゅうこく

市民
しみ �

・Û K
きぎょう

に^
たい

する” B
とっけい

や

ù †
き ち

ˆ L
ていきょう

のような � 民 †
しょくみ� ち

’ b
か� けい

は ª «
けいぞく

することになった。È æ
いこう

のフィリピン・

アメリカ ’ b
か� けい

は、このコロニアルな � r
せいかく

が暫時
ざ � じ

希] Ü
きはくか

してゆく• …
� きし

と � ¯
かいしゃく

できる。

これには、一
いち

q
きゅう

.
なな

E
� �

年
ね�

の ” B
とっけい

通 Y
つうしょう

’ b
か� けい

や ° ] 民 ž 遇
ないこくみ� たいぐう

の n ‚
しゅう� ょう

、日本
にほ �

のƒ 2
たいとう

による通 Y
つうしょう

’ b
か� けい

におけるアメリカの | ^ ,
そうたいてき

† �
ち い

の� 5
ていか

がもたらしたところが 大
おお

きい

。さらにより ³ Ú
じゅう� う

な° Ù
い み

を�
も

ったのはアメリカÅ
ぐ�

ù †
き ち

のÜ •
そ� ざい

である。一
いち

q
きゅう

E
� �

.
なな

年
ね�

のù †
き ち

� �
きょうてい

で米 ¤
べいへい

などの‹ m
しほう

管轄 Ç
か� かつけ�

やù †
き ち

3 用
し � う

のÇ è
け� げ�

に’
か�

して一 方 ,
いっぽうてき

にアメリカ

æ
が�

に_ �
べ � ぎ

が ˆ L
ていきょう

された。このù †
き ち

のÜ •
そ� ざい

は米 ¤
べいへい

がF
く

り返
かえ

す­ Ž
は� ざい

、ベトナム

d q 運 §
は� せ� う� どう

やæ 生 運 §
がくせいう� どう

とあいまって、d 米
は� べい

ナショナリズムの f Â
しょうちょう

となってゆく。



このフィリピンæ
が�

のù †
き ち

d ^ 運 §
は� たいう� どう

、ナショナリズムの 高
たか

まり、アメリカæ
が�

にとって

のù †
き ち

の q ` ,
せ� � ゃくてき

† �
ち い

の� 5
ていか

や¹ �
い じ

のためのリスクやコストの 4 昇
じょうしょう

、アメリカの

支ž
しえ �

5
した

でÍ _ 政Y
どくさいせいじ

を 行
おこな

ったマルコス政 Ç
せいけ�

の崩 u
ほうかい

、そして一
いち

q
きゅう

q
きゅう

二
に

年
ね�

のピナツボ

山
さ�

の� 火
ふ � か

R $
ひがい

により、スービック、クラーク E
� ょう

米Å ù †
べいぐ � きち

は � š
か� ぜ�

÷ e
てっしゅう

に至
いた

る。これ

により、一
いち

八
はち

q
きゅう

q
きゅう

年
ね�

È æ
いこう

のÅ † 力
ぐ� じ� ょく

を背景
はいけい

としたコロニアルな二 ] ˆ
にこくか�

’ b
か� けい

に一
ひと

つ

のú �
く ぎ

りがついた。

こうした ²
なが

れとともに、政Y
せいじ

Å † 面
ぐ� じめ�

あるいはv * 面
けいざいめ�

でのアメリカの Œ � 力
えいきょう� ょく

が3 退
すいたい

してきたことは、アメリカと日本
にほ �

をy i
ぜ� あく

として^ 比
たいひ

する見 方
みかた

を希] Ü
きはくか

する背景
はいけい

となっ

たと ì
か� が

えられる。その4
うえ

で、より z m ,
ちょくせつてき

なŒ �
えいきょう

を8
あた

えたものとして、W
つぎ

の二
ふた

つを

あげることができよう。一
ひと

つは、フィリピンÄ í
しゃかい

で広
ひ�

くl *
じゅ� う

されてきた� 民 † 支Y
しょくみ� ちしはい

を •
せい
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占領下
せ ん り ょ う か

日
び

K j ß ¼ Ã ã 3 %
き お く

Í � × Ã

t
とう

Ü
か

するアメリカæ
が�

のÁ |
� � �

、すなわち、 : B
お� けい

,
てき

• Ü
どうか

としての文明
ぶ� めい

Ü
か

を¥ �
ひてい

する

レイナルド・$・イレートのような	 � 人
ちしきじ�

が $ �
とうじょう

してきたことである。=
たと

えば、

¢ –
ちょめい

な• …
� きし

æ î
がくしゃ

テオドロ・" ・アゴンシリオは、その¢ 書
ちょしょ

『運 à
う� めい

のŒ月
さいげつ

――

フィリピンにおける日本
にほ �

の» �
ぼうけ�

一
いち

q
きゅう

E
� �

一
いち

一
いち

一
いち

q
きゅう

E
� �

Œ
ご

』で、日本
にほ �

の教 育 行 政
きょういくぎょうせい

を、«
そと

からの ` 3
きょうせい

という ³
て�

でスペインとアメリカの施策
しさく

と • !
どう� つ

に� ‘
い ち

づけ、日本
にほ �

によるアメリカÜ
か

の¥ �
ひてい

は日本
にほ �

の ] ]
こくえき

に]
そ

ったものであるとしつつも、アメリカÜ
か

がフ

ィリピン人
じ�

からアジアの§ Á
びとく

を Â
うしな

わせたという日本
にほ �

の Y ^
しゅちょう

には一 |
いち �

あるとしている

。

もう一
ひと

つは、退 “ Å 人
たいえきぐ� じ�

_ F
も� だい

である。これは、À 日
こうにち

ゲリラとして^ 日
たいにち

q „
せ� そう

での® *
しょう�

に7 ‚ 欠
ふかけつ

な “ \
やく� �

を

は

たしたフィリピン人
じ�

に、その^ Q
たいか

であるはずの退 “ Å 人
たいえきぐ� じ�

として



のÇ *
け � �

が¼ 8
ふ �

されなかった_ F
も� だい

である。q ¤
せ � ご

まもなくこのことがÇ 4
ふじょう

し、とりわけ一
いち

q
きゅう

q
きゅう

〇年
ね�

È æ
いこう

大
おお

きな_ F
も� だい

となった。これはアメリカのための q
たたか

いが �
むく

われなかっ

たという‰ �
に� しき

を生
う

み�
だ

すÚ J
� うい�

の一
い

つになったと ì
か� が

えられる。=
たと

えば一
いち

q
きゅう

E
� �

二
に

年
ね�

t 時
とうじ

一
いち

3
さ�

Œ
さい

だったマニラ • 

ざいじゅう

のオスカーは、日本•
にほ � ご

をæ
まな

ぶとともに、日本Å
にほ� ぐ�

’ b
か� けい

のビジネスに ’
かか

わり、マッサージ・ ² “
くつみが

きでÅ 人
ぐ� じ�

から 金 Q
き� せ�

を¬
え

ていた。そのなかで

² “
くつみが

きの¥ 用
ひ � う

をごまかされた4
うえ

に 1 �
じゅうじゅつ

で µ
いたい

い目 に遭
あ

わされたÅ 人
ぐ� じ�

のことを書
か

き、

®
おお

くのフィリピン人
じ�

は、 大 東 “ ¡ T k
だいとうあきょうえいけ�

のスローガンである「アジア人
じ�

のための

アジア」のような日本人
にほ� じ�

のプロパガンダによって® o
たしょう

なりとも• 脳
せ� のう

されていたとt 時
とうじ

を¥ � ,
ひていてき

にふり返
かえ

っている。しかし一 方
いっぽう

で、「 �
� たし

たちのビッグ・ホワイト・ブラザー

」を c
� そお

って、アメリカ人
じ�

も �
きたな

いプロパガンダ ­ §
かつどう

を 行
おこな

っていたという¨ % ,
ひは� てき

‰ �
に� しき

も . 明
ひょうめい

している。こうした‰ �
に� しき

に退 “ Å 人
たいえきぐ� じ�

たちのú 遇
しょぐう

もŒ �
えいきょう

していたと ì
か� が

えら

れる。

フィリピンでは、日米
にちべい

二
ふた

つの帝 ]
ていこく

支Y
しはい

が ³
かさ

なったため、それぞれの^ Q
ひょうか

を � š
か� ぜ�

に

� U
ぶ � �

して 行
おこな

うことはできないと ì
か� が

えられる。したがって、アメリカ � 民 †
しょくみ� ち

期
き

が「

黄 金
おうご�

の時Æ
じだい

」という‰ �
に� しき

が ]
うす

れ、ビッグ・ホワイト・ブラザーが幻™
げ� そう

であると

わかったとき、日本
にほ �

• Y
とうち

の° Ù
い み

が¥ � ,
ひていてき

な � ¯
かいしゃく

にè �
げ� てい

されない� †
� ち

が�
で

てきたの

だろう。

3
さん

s B L � a K j r 日 ¸
に ほ ん

’ b
かんけい

アメリカとの ’ b
か� けい

はB 節
ぜ� せつ

のように  Ü
へ � か

したのに^
たい

して、q ¤
せ � ご

日本
にほ �

とフィリピンとの

’ b
か� けい

に見
み

られる大
おお

きな²
なが

れは、 � %
せ� � ょう

� 0
たいけ�

にù
もと

づくd 日
は� にち

¾ y
か� じょう

が§ 々
じょじょ

に9 ž Ü
ち� せいか

する

過H
かてい

であったといえる。そこには v * ` 長
けいざいせいちょう

を背景
はいけい

にした日本
にほ �

の Œ � 力
えいきょう� ょく

のñ 大
かくだい

がある。一
いち

q
きゅう

.
なな

〇年Æ
ね� だい

になると、日本
にほ �

の通 Y
つうしょう

および¾ °
とうし

に門 戸
も � こ

が •
ひ�

かれ、日本人
にほ� じ�

がq J î
せ� ぼつしゃ

のó m [
い � いひ

を*
た

てることもD
ゆ�

されるようになった。一
いち

q
きゅう

八
はち

〇年Æ
ね� だい

になると

日本
にほ �

からの¾ °
とうし

がñ 大
かくだい

し、フィリピン人
じ�

のなかには日本Å
にほ� ぐ�

の   Ú 行 ´
ざ� ぎゃくこうい

の s
はなし

を�
も

ち�
だ

すのはÅ 明
け� めい

ではないとž 言
こうげ�

する î
もの

も�
で

てくる。こうした 風 ÿ
ふうちょう

は、フィリピン ] °
こくない

の日 8 人
にっけいじ�

たちの 行 §
こうどう

にもd 映
は� えい

されている。d 日
は� にち

¾ y
か� じょう

から � 自
しゅつじ

を%
かく

して生
い

きてき

た •
か�

らが、一
いち

q
きゅう

八
はち

〇年Æ
ね� だい

# 2
しょとう

に
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はフィリピン日 8 人
にっけいじ�

í
かい

をž ] m 人
こうえきほうじ�

としたり、#
はじ

めてË «
かいがい

日 8 人
にっけいじ�

大 í
たいかい

に[ |
さ � か

したり

して . K ƒ
おもてぶたい

に�
で

られるようになった。

日本
にほ �

� %
せ� � ょう

時
とき

’ 連
か� � �

の文 ô
ぶ� け�

で、この  Ü
へ � か

への^ Û
たいおう

が明示
めいじ

されるのが、一
いち

q
きゅう

.
なな

八
はち

年
ね�

# 行
はっこう

のアルフォンソ・1・サントスの‡ L � a K j q à
Ó � Ó �

æ 日 ¸ ¤
ã ó � ð ¼

―― �
Ç Í

æp
å

æ L 言
Ï ÿ ¾ Ê �

A
Ï ý ¾

ˆ である。その» 2
ぼうとう

に、フィリピンを � %
せ� � ょう

した日本¤
にほ� へい

がすべて   Ú
ざ� ぎゃく

であった

わけではなく、この書
しょ

は日本
にほ �

� %
せ� � ょう

期
き

に日本人
にほ� じ�

がフィリピン人
じ�

に8
あた

えたõ �
し� せつ

な行 ´
こうい

に

�
ふ

れるものであることを明3
めいき

している。そしてこの � r
しゅっぱ�

を m
みちび

いたのは、フィリピン

人
じ�

と日本人
にほ� じ�

が平ì
へい �

のためにì �
� かい

し、 ] ! Ä í
こくさいしゃかい

の ˆ 築
こうちく

に2 8
き �

する時Æ
じだい

になったという

| î
し� ね�

であるとしている。フィリピンÄ í
しゃかい

における  Ü
へ � か

のなかで、こうした� 旨
しゅし

の

書籍
しょせき

を# 行
はっこう

することが‚ 能
かのう

となり、この\
しゅ

の† K
じぎょう

がÖ ë
けいき

となって、日本人
にほ� じ�

との

肯 � ,
こうていてき

な ’ b
か� けい

が� � ,
ぶぶ� てき

であれ、3 述
きじゅつ

されたり •
かた

られたりするものがさらに?
�

に�
で

て

きたのだろう。=
たと

えば、®
おお

くの L 言
しょうげ�

をA
あつ

めた‡ 日 ¸
ã ó �

• Y 5
à ¾ Ù Ã

æL � a K j ―― 3 %
Å Â Ç

à

‚ G
Ó ¼ Í Ü

ˆ では、「õ �
し� せつ

な日本人
にほ� じ�

」の節
ふし

がもうけられ、™人
こじ �

のH Z ¬
かいこ� く

である‡ U B `

―― � 二 W? L 大 q
Ø ¼ ã Ð Ó Ã ¼ × ¼ Ó �

æ �
Â ú

¼ �
ß

ˆ には、q B
せ� ぜ�

の� 来†
できごと

を ª
ふく

め、 �
た�

にº ~
� くあつ

や暴 力
ぼう� ょく

だけで

はない、日本人
にほ� じ�

とのさまざまな š ²
こう� ゅう

の� 面
ばめ �

が‡
えが

かれている。

この & 長 à 4
え� ちょうせ� じょう

で、B 節
ぜ� せつ

で�
ふ

れたような教
おし

えるæ
が�

にしてもæ
まな

ぶæ
が�

にしても、日本
にほ �

� % 5
せ� � ょうか

の教 育
きょういく

に^
たい

するv S ,
せっきょくてき

なÜ 度
たいど

をとったv 0
けいけ�

の . 3
ひょうき

が‚ 能
かのう

になったと ì
か� が

え

られる。もちろん、日本
にほ �

• Y
とうち

時Æ
じだい

のi ´
あくむ

が � š
か� ぜ�

にÔ
き

えることはなく、t 時
とうじ

の日本•
にほ � ご

æ Ï
がくしゅう

に^
たい

する¥ � ,
ひていてき

な ¾ y
か� じょう

は . 明
ひょうめい

されている。=
たと

えば、 � % 5
せ� � ょうか

で日本人
にほ� じ�

と

š ²
こう� ゅう

が �
ふか

かった î
もの

について「日本人
にほ� じ�

	 +BQ
にk
と

り入
い

ろうとするフィリピン人
じ�

には

日本•
にほ � ご

の	 �
ちしき

があるものがいたね。たいてい •
か�

らはもともと “ 人
やくに�

で、 “ „
やくしょ

で 高
たか

い† �
ち い

に‡
つ

いていた。あの人
ひと

たちには、庶 民
しょみ�

は非 常
ひじょう

にü
おこ

っていたよ。 ° 通 î
ないつうしゃ

だよ� j �
う � ぎ

りî
もの

だよ�」という •
かた

りがある。日本•
にほ � ご

能 力
のう� ょく

をy �
ほ じ

したæ
が�

もこうした ¾ y
か� じょう

を° �
いしき

してい

たのか、自 �
じぶ �

の能 力
のう� ょく

のおかげで、日本¤
にほ� へい

とフィリピン人
じ�

とのもめ†
ごと

を大 †
だいじ

に至
いた

らせ

ず、あるいはÚ �
むじつ

の • 胞
どうほう

を ‚
たす

けることが‚ 能
かのう

になったという ‹ •
ものがた�

がしばしば見
み

られ

る。ここには、 q N
せ� ちゅう

の日本Å
にほ� ぐ�

と � 力
きょう� ょく

した 行 §
こうどう

を擁*
� うご

されるようになった

エリートたちとi
け

なり、 q N
せ� ちゅう

の一 S 庶 民
いっぱ� しょみ�

の^ 日
たいにち

� 力 î
きょう� ょくしゃ

がq ¤
せ � ご

さまざまな •
かたち

で



� ¸
ほうふく

をl
う

け、時
とき

をv
へ

ても– † H ¸
めい� かいふく

が進
すす

まなかったこともŒ �
えいきょう

しているのかもしれ

ない。

それでもš �
ぜ� たい

としては、一
いち

q
きゅう

八
はち

〇年Æ
ね� だい

È æ
いこう

! 明
せ� めい

となる ^ 日 ¾ y
たいにちか� じょう

の改 y
かいぜ�

という

³
て�

は、Ú è
む し

できない。さらに一
いち

q
きゅう

q
きゅう

〇年Æ
ね� だい

に入
はい

ると日本
にほ �

のv * ,
けいざいてき

Œ � 力
えいきょう� ょく

の

Ì 透
し� とう

がさらに進
すす

み、フィリピンに進 �
し� しゅつ

する日本Û K
にほ� きぎょう

が目 立
め だ

つようになり、日本
にほ �

で

$
はた�

くことを´ 見
ゆめみ

るフィリピン人
じ�

がV |
ぞうか

した。これにより日本
にほ �

のÜ •
そ� ざい

、そしてマイナス

イメージでしかなかった日本•
にほ � ご

能 力
のう� ょく

が v S ,
せっきょくてき

な° Ù
い み

を�
も

つようになった。この ²
なが

れのなかで、過W
か こ

の日本 • 教育
にほ� ごきょういく

に’
か�

してi Ê
いしつ

な3 %
きおく

を . 明
ひょうめい

することが‚ 能
かのう

になった

と ì
か� が

えられる。
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占領下
せ ん り ょ う か

日本語教育
に ほ ん ご き ょ う い く

はフィリピンでいかに

記憶
き お く

されたか

q N
せ� ちゅう

に日本
にほ �

の教 育
きょういく

をv 0
けいけ�

したフィリピンの人 々
ひとびと

は、 q N
せ� ちゅう

だけでなく、q ¤
せ � ご

も

日米
にちべい

E ]
� ょうこく

のせめぎ‘
あ

いのはざまに� ‘
い ち

したÜ •
そ� ざい

であった。フィリピン・アメリカ

’ b
か� けい

、そしてフィリピン・日本
にほ �

’ b
か� けい

の   遷
へ� せ�

を見
み

ていくと、» 平 Ž q „
たいへい� うせ� そう

z ¤
ちょくご

の

フィリピンにとってy i
ぜ� あく

が明 白
めいはく

であった日米
にちべい

の� ‘
い ち

づけが 大
おお

きく  Ü
へ � か

したことが

わかる。そのことが � %
せ� � ょう

期
き

の‰ �
に� しき

にd 映
は� えい

し、日本
にほ �

• Y
とうち

時Æ
じだい

の教 育
きょういく

に’
か�

するi Ê
いしつ

な

‡
えが

き方
ほう

が‚ 能
かのう

になったのであろう。

E
よん

z 二
に

\ U
しゅるい

æ q !
きょういん

à × •
え い ご

これまで、フィリピンを巡
めぐ

る] ! ’ b
こくさいか� けい

の   遷
へ� せ�

により「i Ê
いしつ

な •
かた

り」の� †
� ち

が生
う

まれ

たことを示
しめ

してきた。では、そもそも日本 • 教育
にほ� ごきょういく

v 0
けいけ�

がフィリピン人
じ�

に® ’
た � う

に •
かた

ら

れるÚ J
� うい�

はどこにあるのだろうか。 t â
とうぜ�

ƒ 期
� き

される、教 育
きょういく

方 Á
ほうし�

やフィリピン人
じ�

へ

の^ Û
たいおう

に’
か�

する† é ,
ちいきてき

・時期,
じきてき

差i
さ い

のŒ �
えいきょう

はあるが、ここでは教 �
きょうしつ

でY m ,
しゅどうてき

な



“ \
やく� �

を

は

たした教 !
きょうい�

を N 心
ちゅうし�

に � 析
ぶ� せき

したい。 •
かく

教 !
きょうい�

の™�
こせい

を�
ご

えた差i
さ い

として

{ 目
ちゅうもく

するのは、教 «
きょうむ

をØ
にな

ったÅ 人
ぐ� じ�

	ここでは「Å 人
ぐ� じ�

教 !
きょうい�

」とする
と民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

が ) Ü
へいぞ�

していたことである。このB î
ぜ� しゃ

については、 ‚ 行 " Ž
せ� こうけ� きゅう

はなきに等
ひと

し

い。というのも、日本
にほ �

• Y
とうち

の過H
かてい

で、Å 人
ぐ� じ�

が日本 • 教育
にほ� ごきょういく

をØ
にな

ったのは一 時,
いちじてき

で、Y �
ちあ �

が | ^ ,
そうたいてき

に � �
あ� てい

してからは民 ˆ 人
み� か� じ�

が§ !
どうい�

され、日本 • 教育
にほ� ごきょういく

が本r Ü
ほ� かくか

したという

% f
い� しょう

があるからである。

しかし、日本 • 教育
にほ� ごきょういく

が普通教育
ふつうきょういく

として3 度,
せいどてき

に 行
おこな

われていたのは、一
いち

q
きゅう

E
� �

二
に

年
ね�

八
はち

月 �
つきご�

から一
いち

q
きゅう

E
� �

E
� �

年
ね�

q 月
くがつ

N 旬
ちゅうじゅ�

�
こ�

までの=
やく

二
に

年 ˆ
ね� か�

で、そのうち民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

の大 � �
だいぶぶ�

が° 遣
はけ �

されるのが一
いち

q
きゅう

E
� �

3
さ�

年
ね�

一 月
いちがつ

末
すえ

È æ
いこう

である。したがって、 �
た�

くてもŸ
� く

ヵ月
かげつ

ˆ
あいだ

はÅ 人
ぐ� じ�

がY m
しゅどう

し、民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

がü Õ
ふに �

した �
こ�

には、これによって

あるH 度
ていど

日本 • 教育
にほ� ごきょういく

は Ì 透
し� とう

していたと ì
か� が

えられる。というのも一
いち

q
きゅう

E
� �

3
さ�

年
ね�

二 月
にがつ

一 Œ日
じゅうごにち

に日本•
にほ � ご

によるプロパガンダI ˆ
ざっし

である『週 �
しゅうか�

ニツポンゴ』が_ �
そうか�

された

からである。その第 一 Š
だいいちごう

に「

ハジメハムヅカシイトオモツタニッポンノコトバモコノゴロハタノシクベンキヤウデキ

マ ス

。」	 二
に

頁
ぺえじ


というæ Ï î
がくしゅうしゃ

によるö 筆
しっぴつ

という � _
ていさい

の3 †
き じ

があるように、このI ˆ
ざっし

は

日本•
にほ � ご

のあるH 度
ていど

の普 a
ふきゅう

をB ˆ
ぜ� てい

としていた。したがって民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

° 遣
はけ �

B
まえ

、

Å 人
ぐ� じ�

教 !
きょうい�

は日本 • 教育
にほ� ごきょういく

の ˆ 築
こうちく

に 大
おお

いに2 8
き �

したといえる。

また、民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

の° 遣
はけ �

が '
はじ

まった¤
あと

も、† é
ちいき

によってはそのY ‘
はいち

がなされなかっ

たところもあった。 }
もと

教 !
きょうい�

がまとめたデータにù
もと

づくと、 •
か�

らの=
やく

Ÿ
� く

〇� がマニラ

を N 心
ちゅうし�

としたルソンø
とう

にµ «
き � む

しており、そのº
ほか

の† é
ちいき

には� �
な � ぶ

を N 心
ちゅうし�

に民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

の ‘ 白
くうはく

†
ち

が広
ひ�

くÜ •
そ� ざい

していたことがわかる。=
たと

えば、その一
ひと

つとして一
いち

q
きゅう

E
� �

二
に

年
ね�

二 月
にがつ

から日本
にほ �

• Y 5
とうちか

におかれたN 西 �
ちゅうせいぶ

のパラワンø
しま

プエルト・プリンセサがある

。ここで¶ •
さいかい

されたæ ` 教 育
がっこうきょういく

のu �
げ � ば

で日本 • 教育
にほ� ごきょういく

をØ t
た� とう

したフィリピン人
じ�

教 !
きょうい�

の一 人
ひと �

によれば、

3
さ�

人
に�

の Å t “
ぐ� とうきょく

î
もの

が •
か�

らの '
いえ

に



� š
で む

き、¸ «
ぎ む

であったæ `
がっこう

での日本 • 教育
にほ� ごきょういく

のために ó Ï
こうしゅう

を 行
おこな

った。 •
か�

らは日本•
にほ � ご

のo
うた

や] o
こっか

、一 S ,
いっぱ� てき

な . u
ひょうげ�

を教
おし

えていたようだ。また、 ルソンø
とう

� 西 �
な� せいぶ

近辺
き� ぺ�

に

あるアラバットø
しま

の� � �
けいびたい

の3 ¬
き � く

によると、 一
いち

q
きゅう

E
� �

3
さ�

年
ね�

一
いち

二
に

月 �
つきご�

、民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

と ˆ Â
ていけい

しつつ、 „ ¥
しょぞく

Å 人
ぐ� じ�

が 小 æ `
しょうがっこう

での日本 • 教育
にほ� ごきょういく

に ª « ,
けいぞくてき

に Â
たずさ

わって

いたことがわかる。したがって、 民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

. ª
とうちゃく

È æ
いこう

もÅ 人
ぐ� じ�

の教 育
きょういく

への ’
かか

わ

りが ª «
けいぞく

した† é
ちいき

があり、 フィリピンでは二
に

\ U
しゅ� い

の教 !
きょうい�

が ) Ü
へいぞ�

していたのである

。

このように、民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

. ª
とうちゃく

È B
いぜ �

、またその¤
あと

も、Å 人
ぐ� じ�

たちによ る教 育
きょういく

は

Ú è
む し

できるものではなかった。教 育
きょういく

をØ
にな

ったÅ 人
ぐ� じ�

たちに ’
せき

しては、 •
か�

らがq ¤
せ � ご

民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

との š ²
こう� ゅう

もなく、本来
ほ� � い

のK «
ぎょうむ

ではな かったこともあって、  
のこ

された

3 ¬
き � く

はS
き�

めてo
すく

ない	 12
。しかし、 � %
せ� � ょう

N 日本
なかにほ�

¤
へい

によるフィリピン人
じ�

に^
たい

する

` ~ ,
きょうあつてき

な 行 §
こうどう

が散 見
さ� け�

されたこ とを ì
か� が

えると、u †
げ � ち

の人 々
ひとびと

から脅 迫 ,
きょうはくてき

とl
う

けk
と

られるx 暴
� � ぼう

な 言 §
げ� どう

を 見
み

せたÅ 人
ぐ� じ�

教 !
きょうい�

がいたのだろう。一 方
いっぽう

で、生 ©
せいと

から Ù ô
ちょうしょう

されていた モツィモトは、まずˆ 違
まちが

いなく民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

であろう。•
あ

のエピソー ドは

、フィリピン人
じ�

生 ©
せいと

との ˆ
あいだ

にt 時
とうじ

の日本,
にほ� てき

な4 5 ’ b
じょうげか� けい

が希]
きはく

で あったとする }
もと

民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

たちの手 3
しゅき

に通
つう

じるような ° *
ない� う

であった	 13
。 このÅ 民
ぐ� み�

の| 違
そうい

が、

教 �
きょうしつ

におけるフィリピン人
じ�

の3 %
きおく

にŒ �
えいきょう

してい ると™ �
そうてい

される。

この二
に

\ U
しゅ� い

の¥ �
ぞくせい

に連 §
� � どう

した、教 !
きょうい�

に^
たい

する‰ �
に� しき

の| 違
そうい

のÚ J
� うい�

を さらに j
さぐ

って

ゆきたい。そもそも、 � %
せ� � ょう

時
とき

にフィリピン人
じ�

たちはい かなる日本人
にほ� じ�

ú
か�

を�
も

って、

日本人
にほ� じ�

と ’ b
か� けい

を築
きず

いていたのだろうか。

プラットのいうコンタクト・ゾーンには、「通 常
つうじょう

それは ` 3
きょうせい

やÆ底 ,
てっていてき

な7 平等
ふびょうどう

や手
て

に•
お

えない^ 立
たい� つ

を ö
ともな

っている」ものの、 � K
た� じゅ�

で一 方 š
いちほうこう

,
てき

な支Y
しはい

と º ~
� くあつ

では

なく、 力 ’ b
ちか� か� けい

は非 ^ ;
ひたいしょう

�
せい

ではあるものの、| ‹
そうご

š +
こうしょう

として見
み

るè ³
して �

が ³ Ú
じゅう� う

と

される	 14
。これが、日本
にほ �

^
たい

フィリピンと の ’ b
か� けい

の� ‘
ばあい

、日本
にほ �

• Y
とうち

È B
いぜ �

の � 民 †
しょくみ� ち

� 0
たいけ�

により、さらにŒ I
ふくざつ

であ る。なぜなら、スペイン・アメリカの• Y
とうち

をへて、

西 Ž Ü
せい� うか

という文
ぶ�

明
めい

Ü
か

をフィリピンは長 期
ちょうき

にわたって既
すで

にv 0
けいけ�

していたからである。

そのz 

けっか

、マニラのような) 市�
と し ぶ

では道<
どう �

やc õ
で � き

などÄ í
しゃかい

インフラ が整�
せいび

され、

教 í
きょうかい

によるキリスト教
きょう

そして普通教育
ふつうきょういく

による	 �
ちしき

・ 教
きょう

ž
うむ

をl
う

け入
い

れている人
ひと

も



V |
ぞうか

していた。この文明
ぶ� めい

Ü
か

のè ³
して �

からは、 Å † 力
ぐ� じ� ょく

をö
�

けば、 .
けっ

して日本
にほ �

にC
ひ

けをと

るÜ •
そ� ざい

ではないという° �
いしき

を、フィリピンæ
が�

に生
う

み�
だ

した。

たとえばÅ 政
ぐ� せい

Ú !
� うい�

として° 遣
はけ �

された /
すめ

Â ¼
のぶお

は、一
いち

q
きゅう

E
� �

E
� �

年
ね�

¤ 

こうは�

に ルソンø
とう

Ý �
ほくぶ

の比 ß ,
ひかくてき

V
ゆた

かな農村
のうそ�

' 庭
かてい

に? s
せ �

になったときに、この '
いえ

の女 �
じょせい

にù § ,
きそてき

な方 H >
ほうていしき

の_ F
も� だい

を�
だ

されたv 0
けいけ�

を述
の

べている。 「こんな小 S
こむすめ

にテストされてたまるか�」と �
おも

いつつも、簡 �
か� た�

にこれ を�
と

いてみせると、| 手
あいて

は Y
おど�

きの . y
ひょうじょう

をÇ
う

かべたという。

t 時
とうじ

$ ¤
け� ぺい

であった� 竹
さたけ

a
ひさ

もフィリピン人
じ�

たちが「日本
にほ �

にはc 車
で� しゃ

があるのかと か、

0 車
きしゃ

があるのか等
とう

と、比 ø
ひとう

をさも文明
ぶ� めい

] '
こっか

のごとく �
おも

い込
こ

んで いたことは、まことに

幼R
� うち

で ¦ i
こっけい

でならなかった	 15
。」と述
の

べており、
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占領下
せ ん り ょ う か

日本語教育
に ほ ん ご き ょ う い く

はフィリピンでいかに

記憶
き お く

されたか

日本æ
にほ� が�

の自 己^ Q
じこひょうか

と| *
あいい

れない日本
にほ �

ú
か�

がフィリピンで広
ひ�

がっていたことがわかる。

この日本
にほ �

自 �
じたい

が遅
おく

れた ]
くに

という‰ �
に� しき

を生
う

み�
だ

した�
ば

の一
ひと

つがアメリカ• Y
とうち

時Æ
じだい

の

普通教育
ふつうきょういく

である。日本
にほ �

� %
せ� � ょう

B
まえ

に小 æ `
しょうがっこう

で3
つか

われていた教 材
きょうざい

を見
み

つけた日本•
にほ � ご

教 !
きょうい�

のù A
ふくは�

Y ¼
ちかお

は、そのなかで日本
にほ �

について、「ゲイジャガールとか腹�
は � き

り、

チョンマゲ F
すがた

の ?
さむ� い

から飛 脚
ひきゃく

や : 女
だ� じょ

 Ê
こ� � く

、人 力 車
じ� � きしゃ

などが“ 入
え い

りでã
の

っていた。

又
また

† y K
ちきゅうぎ

には N ]
ちゅうごく

と •
おな

じ色
い�

が0
ぬ

られているのを見
み

てü �
い か

にフィリピンが日本
にほ �

について‰� 7 足
に� しきぶそく

かをつくづく¾
か�

じた」と3
し�

している。支Y î
しはいしゃ

となった日本人
にほ� じ�

に^
たい

す

るフィリピン人
じ�

のè à
しせ �

は、こうした教 育
きょういく

がù n
きば �

となっていたのである。

このアメリカの普通教育
ふつうきょういく

のo
かく

であったのが× •
えいご

である。× •
えいご

は、アメリカによって

u † 人
げ� ちじ�

の文明
ぶ� めい

Ü
か

	アメリカÜ
か


を目 �
め ざ

して、普 a
ふきゅう

がX
はか

られた。このz 

けっか

、一
いち

q
きゅう

3
さ�

q
きゅう

年
ね�

の • &
とうけい

においてš
ぜ�

人 口
じ� こう

=
やく

一
いち

Ÿ
� く

〇〇1
ま�

人
に�

のうち、× • s î
えいご � しゃ

は=
やく

二
に

.
なな

� となった。

もちろん、š
ぜ�

人 口
じ� こう

のE
� �

�
ぶ�

の一
いち

`
きょう

という比 -
ひ � つ

は、アメリカ人
じ�

による教 育
きょういく

のè L
げ� かい

を

示
しめ

してはいる。しかし、一
いち

Ÿ
� く

? :
せいき



なか

ばからフィリピンの大 � �
だいぶぶ�

を• Y 5
とうちか

においた



スペインの� ‘
ばあい

、 •
おな

じ• &
とうけい

でのスペイン•
ご

s î
� しゃ

が=
やく

二
に

・Ÿ
� く

� であったことと比 ß
ひかく

する

と、=
やく

E
� �

〇年 ˆ
ね� か�

のアメリカの教 育
きょういく

` 

せいか

は、 大
おお

きかったといえる。これにより、

Ä í ,
しゃかいてき

4 昇
じょうしょう

・† �
ち い

のy š
ほぜ �

に× •
えいご

は7 ‚ 欠
ふかけつ

となり、z 
 ,
けっかてき

にÄ í «
しゃかいそう

をú �
くぶ �

する

� »
しひょう

となった。このことが、日本人
にほ� じ�

への^ Q
ひょうか

にも ’
かか

わっている。

つまり、日本
にほ �

を´ ?
やば �

とみなす ° *
ない� う

を ª
ふく

んだアメリカY 5
ち か

の教 育
きょういく

の4
うえ

に、 � % 5
せ� � ょうか

における日本¤
にほ� へい

のx 暴
� � ぼう

な�
ふ

るK
ま

いをv 0
けいけ�

したフィリピン人
じ�

にとって、日本¤
にほ� へい

一 S
いっぱ�

の

× •
えいご

能 力
のう� ょく

の “ U
ひ� こ�

さは、その日本人
にほ� じ�

ú
か�

を f Â
しょうちょう

するものであり、s `
ほきょう

するもので

あった。=
たと

えば、マニラのキアボ教 í
きょうかい

で日本¤
にほ� へい

がË ¡
え� ぜつ

したとき、「UI F +BQBOFTF

MPWF UI F ' JMJQJOPT」と言
い

っているつもりが「UI F +BQBOFTF SPC UI F ' JMJQJOPT」と

# 音
はつお�

していて、「 聴 �
ちょうしゅう

は 大 ’
おおごえ

でô
� �

うのをa é
がま �

できなかった。」なぜなら、それは

フィリピン人
じ�

がÐ
く�

しんでいたu �
げ� じつ

だったからである。「 大 ’
おおごえ

で �
� たし

たちは× •
えいご

で~
さけ

ん

だ。『そうだよ、まさにそのとおりだよ�』日本人
にほ� じ�

e `
しょうこう

は、 �
� たし

たちの言 š
ことば

を自 �
じぶ �

の

ことを‰
みと

めてくれたものと � ¯
かいしゃく

し、¾ õ
か� しゃ

の°
い

を示
しめ

した」。これらのやりとりは、 �
てい

レベルの× •
えいご

能 力
のう� ょく

が、日本
にほ �

Å 政
ぐ� せい

への7 u
ふま �

とともに、日本人
にほ� じ�

への� è
べっし

へとつながって

いることを示
しめ

している。

一 方
いっぽう

で、× • 力
えいご� ょく

がÄ í ,
しゃかいてき

^ Q
ひょうか

とz
むす

びついていたことは、その能 力
のう� ょく

があれば、

日本人
にほ� じ�

に’
か�

しても、 i
こと

なる‰ �
に� しき

をもたらしえたことが™ �
そうてい

される。 � !
じっさい

、b ú ,
ゆうこうてき

な

日本人
にほ� じ�

のÜ •
そ� ざい

を示
しめ

すエピソードには、「× •
えいご

が4 手
じょうず

」、「 � Ý
か� ぺき

な× •
えいご

をs
はな

せた」

といった× •
えいご

能 力
のう� ょく

とつながる 言 ¡
げ� せつ

が®
おお

くの� ‘
ばあい

¼ �
ふずい

している。そこには

コミュニケーションがとれることで、š �
ごかい

やØ擦
まさつ

が避
�

けられるといった � 用 ,
じつ� うてき

なこと

だけでなく、× •
えいご

能 力
のう� ょく

による人 ˆ
に� げ�

のr ¼
かくづ

けが見
み

てk
と

れる。「 t
たし

かにいい日本人
にほ� じ�

もい

ました。ただ、まともな日本人
にほ� じ�

は× •
えいご

をしゃべることができ
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るわずかな¤ 士
へいし

だけでした。× •
えいご

を	
し

らなければ、その人
ひと

はひどい¤ 士
へいし

です」。

こうした 言 ¡
げ� せつ

からは、× •
えいご

は文明
ぶ� めい

の3 Š
きごう

として日本人
にほ� じ�

の選 &
せ� べつ

に3
つか

われていたことが

わかる。このことが、第二
だいに

Ó
しょう

でk
と

り4
あ

げたような肯 � ,
こうていてき

な3 %
きおく

が日本 • 教育
にほ� ごきょういく

や

教 !
きょうい�

に¼ 8
ふ �

される ³ Ú
じゅう� う

なÚ J
� うい�

となったと ì
か� が

えられる。¦ � =
ぐたい� い

を¼
つ

け|
く�

えると、ル



ソンø
とう

Ý �
ほくぶ

の=
まち

で¶ •
さいかい

されたæ `
がっこう

で日本•
にほ � ご

を教
おし

えていた日本人
にほ� じ�

について、教
おし

え子
ご

と

�
おも

われる人 ‹
じ� ぶつ

のW
つぎ

のような •
かた

りがある。「 �
� たし

に •
かた

った•
あ

の言 š
ことば

を昨日
きのう

のことのよう

にはっきりë
おぼ

えています。『なあ、 �
� たし

たちのほとんどがやっ

ぱりひどいやつだったということになるのかなと �
おも

うけど、ž
きみ

たちの 幸
しあ�

せを �
おも

ってい

た人
ひと

もいたことをÙ
� す

れないでくれよ。』とにっこりô
� �

って言
い

ったんです。•
あ

のs
はな

す

× •
えいご

はとても4 手
じょうず

でしたQQQ。」 •
か�

は† }
じもと

の人 々
ひとびと

とb ú ’ b
ゆうこうか� けい

をつくるために• Ú
し � し

に

k
と

りp
く

んだ= « ,
� いがいてき

な日本人
にほ� じ�

としてk
と

り4
あ

げられており、 •
か�

が「文明 ,
ぶ� めいてき

」であった

ことをj ”
う � う

ちする “ \
やく� �

を、その× •
えいご

能 力
のう� ょく

の� Î
してき

がØ
にな

っている53。フィリピンæ
が�

の

3 %
きおく

にこうして $ �
とうじょう

する日本•
にほ � ご

教 !
きょうい�

については、その人 ‹
じ� ぶつ

を ” �
とくてい

できないことが

ほとんどである。民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

であることを� Î
してき

する3 述
きじゅつ

も、管 見
か� け�

のè
かぎ

り見 t
み あ

たら

ない。これには、民 ˆ 人
み� か� じ�

もÅ ¥
ぐ� ぞく

としてÅ 服
ぐ� ぷく

にU þ
� いじ

した3 服
せいふく

を ª 用
ちゃく� う

したことも

Œ �
えいきょう

していよう。したがって、肯 � ,
こうていてき

な^ Q
ひょうか

をl
う

けた日本•
にほ � ご

教 !
きょうい�

がすべて

民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

であったとは断 �
だ� てい

できない。しかし、× •
えいご

能 力
のう� ょく

の ³
て�

で、これをÚ Ó
� うけ�

とした選 ì
せ� こう

をへて° 遣
はけ �

された •
か�

らには、Å 人
ぐ� じ�

教 !
きょうい�

より | ^ ,
そうたいてき

に^ Q
ひょうか

が 高
たか

い人
ひと

が

®
おお

かったと™ �
そうてい

はできる。

また× • 力
えいご� ょく

をB ˆ
ぜ� てい

としてt †
とうち

で教 «
きょうむ

に‡
つ

くことをƒ �
� てい

しており、さらに日本 ] °
にほ� こくない

で

の× •
えいご

^ ö
はいじょ

の 風 ÿ
ふうちょう

のもとで肩身
かたみ

が Î
せま

くなっていたこともあって、民 ˆ 人
み� か� じ�

教 !
きょうい�

に

は N 等 教 育
ちゅうとうきょういく

で× •
えいご

をØ t
た� とう

していた î
もの

が®数
たすう

ª
ふく

まれていた。これらのことから •
か�

ら

のæ •
がく� き

はt 時
とうじ

としては | ^ ,
そうたいてき

に 高
たか

く、師範æ `
しは� がっこう

� 身 î
しゅっし� しゃ

に|
く�

えて、東 Ÿ
とうきょう

a
お�

びŸ )
きょうと

帝 ] 大 æ
ていこくだいがく

、早` 田 大 æ
� せだだいがく

や東 Ÿ
とうきょう

« ] •
がいこくご

æ `
がっこう

	 u
げ�

、東 Ÿ « ] • 大 æ
とうきょうがいこくごだいがく


といった

高 等 教 育
こうとうきょういく

を v
きょう

た î
もの

、女 �
じょせい

では† 方
ちほう

のミッション・スクールやœ田
つ だ

× æ
えいがく

D
じゅく

54	 u
げ�

、œ 田 D 大 æ
つだじゅくだいがく


の � K 生
そつぎょうせい

が®
おお

かった。したがって •
か�

らのなかには× •
えいご

による

日本 • 教育
にほ� ごきょういく

が‚ 能
かのう

な î
もの

もいた。このようなv •
けい� き

をO
ふ

まえると、 •
か�

らはフィリピン人
じ�

たちに敬°
けいい

の ^ f
たいしょう

として3 %
きおく

される� †
� ち

があり、 º
ほか

の日本人
にほ� じ�

とは i
こと

なった‰ �
に� しき

を  
のこ

すことになったと ì
か� が

えられる。その§ ¼
て� けい

とみられるのが、第二
だいに

Ó
しょう

でとりあげた •
かた

り

のなかで�
で

てきた…V 0 r ; A . U † である。 • 女
かのじょ

は– B
なまえ

とフィリピンでのµ «
き � む

`
こう

から½ ø
Ü â Ï ö

� Æ子
Ù � Ë

と ” �
とくてい

できる。½ ø
つなしま

はœ田
Ü Ø

× æ
À ¼ Ä Ç

D
Ð ý Ç

を�
で

て 高 等 女 æ `
こうとうじょがっこう

で× •
えいご

の

教師
きょうし

をしていた。q 時 N
せ� じちゅう

女 æ `
じょがっこう

では× •
えいご

が� °
ずいい

$ 目
かもく

になったり� 止
はいし

になったりした

が、½ ø
つなしま

のæ `
がっこう

では� 止
はいし

になったようだ。そこでフィリピンでの日本 • 教育
にほ� ごきょういく

に ’
かか

わ



ることを. °
けつい

した。 • 女
かのじょ

はq ¤
せ � ご

通 E
つうやく

をしており、× •
えいご

能 力
のう� ょく

は 高
たか

かったのだろう。

µ «
き � む

`
こう

ではæ 生
がくせい

や • /
どう� ょう

と「教師
きょうし

È *
みょう�

をかみしめ」る ’ b
か� けい

を築
きず

いたという‰ �
に� しき

が

あり、q ¤
せ � ご

も š ²
こう� ゅう

があったことからマニラでのµ «
き � む

を「人 生
じ� せい

で一 d
いちば�

有° ¸
ゆういぎ
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日本語教育
に ほ ん ご き ょ う い く

はフィリピンでいかに

記憶
き お く

されたか

「な¹ ‘
しあ �

せな時Æ
じだい

」と3
し�

している。æ 生
がくせい

æ
が�

の •
かた

りもO
ふ

まえると、½ ø
つなしま

の �
おも

いは �
た�

な

る一 方 ,
いっぽうてき

な見 t 違
け� とうちが

いとはいえない。d 日
は� にち

,
てき

なõ
おや

のŒ �
えいきょう

をl
う

けアメリカの® *
しょう�

を

ž
ま

ち望
のぞ

んでいたæ 生
がくせい

でも、½ ø
つなしま

の W K
じゅぎょう

や人 %
ひとが�

にÜ ‚
み� ょう

されたのは、 • 女
かのじょ

™人
こじ �

の

° Ê
ししつ

に|
く�

えて、文明 ,
ぶ� めいてき

なÜ •
そ� ざい

と‰
みと

められたからではないだろうか。

� 民 †
しょくみ� ち

における教育 ë ’
きょういくきか�

は支Y î
しはいしゃ

がR
ひ

支Y î
しはいしゃ

とš
む

きあう「コンタクト・ゾーン」の

Æ . ,
だいひょうてき

な�
ば

である。日本
にほ �

• Y 5
とうちか

のフィリピンのæ `
がっこう

は、 E î
� ょうしゃ

の ’ b
か� けい

の � X
しゅくず

と

いってよい ’ |
� うそう

が見
み

てk
と

れた。フィリピンの普通教育
ふつうきょういく

は、もともとアメリカ• Y
とうち

の

– 目
めいもく

となった文明
ぶ� めい

Ü
か

のために ñ •
かくじゅう

された。日本Å
にほ� ぐ�

は既Ü
きそ �

のこの3 度
せいど

を 自
みずか

らの支Y
しはい

のために Í 用
て� � う

した。これにより、二
ふた

つの帝 ] Y ¸
ていこくしゅぎ

がm木
つぎき

され、日本
にほ �

の教 !
きょうい�

は、

Z 米
おうべい

文明
ぶ� めい

を° 面 Ü
ないめ� か

した生 ©
せいと

や教 !
きょうい�

とš
む

き‘
あ

うことになった。そこでの支Y
しはい

一
いち

R
ひ

支Y
しはい

の ’ b
か� けい

はŒ I
ふくざつ

であった。これは、 大 東 “ ¡ T k
だいとうあきょうえいけ�

の� ™
しそう

を教
おし

えるæ
が�

の日本•
にほ � ご

教 !
きょうい�

たちに× •
えいご

能 力
のう� ょく

がÚ Ó
� うけ�

となっていたことでもわかる。アメリカの教 育
きょういく

をl
う

けた人 々
ひとびと

は、いわゆるオリエンタリズムの文明
ぶ� めい

Ô ´ ?
やば �

の ’ b
か� けい

を° 面 Ü
ないめ� か

していたと ì
か� が

えられ、そのことがH Z ¬
かいこ� く

にもあったようなt 時
とうじ

の^ Q
ひょうか

の �
ひく

い一 S ,
いっぱ� てき

な日本人
にほ� じ�

ú
か�

を

生
う

み�
だ

した。しかし、オリエンタリズムが人 ‹
じ� ぶつ

や 行 §
こうどう

の^ Q
ひょうか

Ö
じく

として 大
おお

きな° Ù
い み

を

�
も

つと、その文明
ぶ� めい

のù }
きじゅ�

に]
そ

ったV ž
そ � う

があれば、日本人
にほ� じ�

であれ肯 � ,
こうていてき

に l *
じゅ� う

される

� †
� ち

が�
で

てくることになる。õ 米
し� べい

フィリピン人
じ�

たちからも v S ,
せっきょくてき

な^ Q
ひょうか

をl
う

けた

日本•
にほ � ご

教師
きょうし

がいたのは、



Â � � ã

× •
えいご

能 力
のう� ょく

によってそのù }
きじゅ�

をu
み

たしたためと ì
か� が

えられる。日本 • 教育
にほ� ごきょういく

の肯 � ,
こうていてき

な

° Ù
い み

づけをもたらした| 6
� ゆう

の一
い

つに、アメリカ ,
てき

文明
ぶ� めい

の � ¬
たいとく

を° Ù
い み

する教師
きょうし

の× •
えいご

能 力
のう� ょく

がŒ �
えいきょう

したと ì
か� が

えられることは、皮 肉
ひにく

そのものである。

フィリピンの人 達
ひとたち

は帝 ]
ていこく

ˆ
あいだ

の> §
いどう

ではなく、アジア» 平 Ž q „
たいへい� うせ� そう

時
とき

に、アメリカ

から日本
にほ �

への支Y î
しはいしゃ

のš Æ
こうたい

という •
かたち

で二
ふた

つの帝 ]
ていこく

をv 0
けいけ�

した。このš Æ
こうたい

がq ¤
せ � ご

� 3
たいせい

5
した

のフィリピンでどのように° Ù
い み

づけられたかを ì G
こうさつ

するために、日本
にほ �

• Y
とうち

の

Y Ú
しゅ� う

政策
せいさく

であった普通教育
ふつうきょういく

をめぐる3 %
きおく

をk
と

り4
あ

げた。 ª 目
ちゃくもく

したのは、日本
にほ �

� %
せ� � ょう

が# 大
じ� だい

なR $
ひがい

をもたらしたフィリピンで、日本
にほ �

の教 育
きょういく

に^
たい

して、“ Ê Ü
き� しつか

の •
かた

りだけではなく、i Ê
いしつ

な •
かた

りもˆ 示
ていじ

されていたことである。

この u f
げ� しょう

の背景
はいけい

として、 •
かた

りの�
ば

におけるq ¤
せ � ご

の  Ü
へ � か

があった。これは、

フィリピンに^
たい

するアメリカのÅ †
ぐ � じ

・v * ,
けいざいてき

Œ � 力
えいきょう� ょく

の | ^ ,
そうたいてき

� 小
しゅくしょう

と日本
にほ �

の

v * ,
けいざいてき

Œ � 力
えいきょう� ょく

のñ 大
かくだい

によるもので、このなかで : B
お� けい

をもたらしたアメリカ、

l j
ひげき

をもたらした日本
にほ �

という � K
た� じゅ�

な‰ �
に� しき

が崩
くず

れた。これによって � %
せ� � ょう

期
き

の教 育
きょういく

についての® ’
た � う

な 言 ¡
げ� せつ

が . 面 Ü
ひょうめ� か

する� †
� ち

が生
う

まれた。

この® ’ �
た� うせい

を生
う

み�
だ

した日本
にほ �

• Y
とうち

期
き

のÚ J
� うい�

として本 k
ほ� こう

が { 目
ちゅうもく

した

315のは、生 ©
せいと

たちが教 �
きょうしつ

で� í
で あ

った日本人
にほ� じ�

教 !
きょうい�

に民 ˆ 人
み� か� じ�

とÅ 人
ぐ� じ�

の二
に

\ U
しゅ� い

が

Ü •
そ� ざい

したことである。この \ U
しゅ� い

の| 違
そうい

が° Ù
い み

を�
も

ったのは、× •
えいご

がフィリピンで

文明
ぶ� めい

Ü
か

とÄ í , † �
しゃかいてきちい

を . f
ひょうしょう

するようになっていたからである。アメリカは=
やく

E
� �

〇

年 ˆ
ね� か�

の• Y
とうち

期
き

に、フィリピンš 土
ぜ � ど

における : B
お� けい

,
てき

• Ü
どうか

を目 �
め ざ

し、普通教育
ふつうきょういく

による

文明
ぶ� めい

Ü
か

を � B
じっせ�

した。これにより7 � š
ふか� ぜ�

ではあったものの× •
えいご

をo
かく

にアメリカ文明
ぶ� めい

の

Ì 透
し� とう

がX
はか

られるとともに、教 育
きょういく

のÄ í ,
しゃかいてき

ù n
きば �

が広
ひ�

くˆ 築
こうちく

された。アジア

» 平 Ž q „
たいへい� うせ� そう

時
とき

、日本
にほ �

帝 ]
ていこく

は最 ¤ #
さいこうはつ

の帝 ]
ていこく

としてZ 米
おうべい

の支Y
しはい

をÅ † 力
ぐ� じ� ょく

で^ ö
はいじょ

し

た¤
あと

、 旧
きゅう

帝 ]
ていこく

の遺*
いさ �

にš
む

き‘
あ

った。アメリカÜ
か

したフィリピンの u ²
げ� じょう

を” 2
だ は

する

ために、日本
にほ �

は日本•
にほ � ご

をo
かく

とした教 育
きょういく

を m 入
どうにゅう

したが、それにあたって、アメリカ

• Y
とうち

期
き

に整�
せいび

が進
すす

んだÄ í ,
しゃかいてき

ù n
きば �

を* 用
� � う

した。つまり、アメリカによる普通教育
ふつうきょういく

が



Ü •
そ� ざい

したが故
ゆえ

に、日本
にほ �

による普通教育
ふつうきょういく

はË Ú
ひつ� う

となり、また‚ 能
かのう

となったわけである

。

このØ
にな

い手
て

として、教 育
きょういく

を本 K
ほ� ぎょう

とする民 ˆ 人
み� か� じ�

が m 入
どうにゅう

されたが、 •
か�

らには

フィリピンで7 ‚ 欠
ふかけつ

なÜ •
そ� ざい

となっていた× • 力
えいご� ょく

が 

もと

められ、その能 力
のう� ょく

ゆえにフィリ

ピン人
じ�

たちの文明
ぶ� めい

のù }
きじゅ�

に]
そ

うことになった。こうしたv 過
けいか

を見
み

ると、アメリカ• Y
とうち

はフィリピンにおける日本
にほ �

の教 育
きょういく

において本 Ê ,
ほ� しつてき

なÜ •
そ� ざい

と見
み

なしてよい。この

新 旧
し� きゅう

二
に

帝 ]
ていこく

の普通教育
ふつうきょういく

政策
せいさく

のかみ‘
あ

わせがあってこそ、本 Á
ほ� � �

で述
の

べたフィリピン

人
じ�

たちの日本
にほ �

• Y 5
とうちか

の教 育
きょういく

の3 %
きおく

が生
う

み�
だ

されたのであろう。

² ¤
こ � ご

の¦ F
かだい

としては、日本
にほ �

• Y
とうち

のB
まえ

にフィリピンを支Y
しはい

していたもう一
ひと

つの帝 ]
ていこく

、

スペインとの ’ b
か� けい

もè ´
し や

に入
い

れた � 析
ぶ� せき

が ì
か� が

えられる。 ‚ #
せ� ぱつ

帝 ]
ていこく

・日本
にほ �

帝 ]
ていこく

・支Y
しはい

† é
ちいき

という3 角 ’ b
さ� かくか� けい

は、 � 方
な� ぽう

を N 心
ちゅうし�

に日本
にほ �

の ³ 力 k
せい� ょくけ�

で見
み

られた � ¼ ,
ていけいてき

な ’ b
か� けい

だが、フィリピンの� ‘
ばあい

、アメリカ• Y
とうち

B
まえ

の % 有
� ょうゆう

]
くに

スペインがÜ •
そ� ざい

した。スペイン

は、普通教育
ふつうきょういく

とß
�

べるような教育 3 度
きょういくせいど

を本 r ,
ほ� かくてき

には m 入
どうにゅう

しなかったとはいえ、

日本
にほ �

• Y
とうち

期
き

にフィリピンに®
おお

くのスペイン人
じ�

が® •
たいざい

し、しかもスペイン•
ご

にはp `
ねづ �

い

Œ � 力
えいきょう� ょく

があった。このスペインと日本
にほ �

との ’ b
か� けい

を教 育
きょういく

面
め�

から、アメリカとの

’ b
か� けい

もO
ふ

まえて " Ž
け� きゅう

したい。

{
ちゅう

1�近年
き� ね�

のÆ . ,
だいひょうてき

な K #
ぎょうせき

として、È 5
い か

のものがある。 � 込
こまこみ

‚
ぶ

『? L …
せかいし

のなかの

ƒ s
たい� �

� 民 † 支Y
しょくみ� ちしはい

9 9 ƒ �
たいな�

長 老
ちょう� う

教
きょう

N æ `
ちゅうがっこう

からのè 座
し ざ

』Ð w 書店
い� なみしょて�

、二
に

〇一
いち

Œ
ご

年
ね�

。 2� =
たと

えば、È 5
い か

のような¢ �
ちょさく

がある。石 •
いしい

“
き�

「大 東“
だいとうあ

* B
け� せつ

P % í
し� ぎかい

と � 方
な� ぽう

Å 政
ぐ� せい

5
した

の教 育
きょういく

』西日本
にしにほ�

m ã
ほうき

� r
しゅっぱ�

、一
いち

q
きゅう

q
きゅう

Œ
ご

年
ね�

。木村
きむ �

� :
の � お

「q 時
せ � じ

� 方
な� ぽう

� % †
せ� � ょうち

における日本 • 教育
にほ� ごきょういく

」木村
きむ �

� :
の � お

	 ë
へ�


『日本 • 教育
にほ� ごきょういく

の• …
� きし

』	 ó 座
こうざ

日本•
にほ � ご

と日本 • 教育
にほ� ごきょういく

一
いち

Œ
ご


、明Y
めいじ

書 ô
しょい�

、一
いち

q
きゅう

q
きゅう

一
いち

年
ね�

、一
いち

E
� �

Œ
ご

Ó 一
いち

Œ
ご

q
きゅう

頁
ぺえじ

。» 田
おおた

F Ç
こうき

「フィリピン

における日本
にほ �

Å 政
ぐ� せい

と日本 • 教育
にほ� ごきょういく

」「政Y
せいじ

v *
けいざい

…æ
しがく

』二
に

3
さ�

八
はち

Š
ごう

、一
いち

q
きゅう

八
はち

Ÿ
� く

年
ね�

、二
に

八
はち

一
いち

Ó E
� �

一
いち

頁
ぺえじ

。 3� ( 水
しみず

 
て�

「� 民 † 支Y
しょくみ� ちしはい

の• …
� きし

を�
ご

えてÔ――未来
み � い

への¾ Û
とうき

として

のフィリピン・ナショナリズム」西 川
にしか�

長 ¼
おさお

º
ほか

	 ë
へ�


『アジアの®文Ü
たぶ � か

Ä í
しゃかい

と] 民 ] '
こくみ� こっか



』人 文書 ô
じ� ぶ� しょい�

、一
いち

q
きゅう

q
きゅう

八
はち

年
ね�

、一
いち

E
� �

八
はち

Ô 一
いち

.
なな

一
いち

頁
ぺえじ

。 4� � 析
ぶ� せき

の手
て

がかりとして、

この†
ち

で教 育
きょういく

を 施
ほどこ

したæ
が�

の3 %
きおく

もk
と

り¥
あつか

う。
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占領下
せ ん り ょ う か

日本語教育
に ほ ん ご き ょ う い く

はフィリピンでいかに

記憶
き お く

されたか

のために、C •
ひきあ

げた日本人
にほ� じ�

教 !
きょうい�

たちがz `
けっせい

したp 2
そしき

、「 }
もと

比 ø
ひとう

日本 • 教育
にほ� ごきょういく

Ú !
� うい�

の

í
かい

」による文 A
ぶ� しゅう

、「さむばぎいた」を [ þ
さ� しょう

する。この文 A
ぶ� しゅう

においても、教 育
きょういく

に

’
か�

する3 述
きじゅつ

よりも、 n q
しゅうせ�

z B
ちょくぜ�

の† �
じごく

のようなv 0
けいけ�

についての3 述
きじゅつ

の方
ほう

が®
おお

い。

1�	1
 1SBUU
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OE FE�
 / FX : PSL� 3 PVUMFEHF
 2008� 2�	6
「 � 方
な� ぽう

Ú
しょ

† é
ちいき

日本 • 教育
にほ� ごきょういく

H
なみ

普 a
ふきゅう

に’
か�

す

るÓ
け�

」『7 “
こうあ

教 育
きょういく

』一
いち

+ q
きゅう

Š
ごう

、一
いち

q
きゅう

E
� �

二
に

年
ね�

、Ÿ
� く

頁
ぺえじ

。 3�	7
 8
� た�

A L
しゅうだ�
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